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東京・丸の内で高野山を体験

期間限定イベント
「『高野山カフェ』in 丸の内ハウス」開催

2010 年 9月1日〜 9月12日

MINTETSU
NEWS

　南海電気鉄道株式会社と高野山真言宗総本山金剛峯寺が共同主催するイベント「高野山カフェ」が、
9 月 1日（水）から 12 日（日）まで、東京・丸の内にある「新丸の内ビル」7 階「丸の内ハウス」で
開催されました。
　高野山とそのアクセスを担う南海電鉄の周知を目的とする「高野山カフェ」では、高野山の僧侶によ
る写経や瞑想の直接指導やオリジナルの精進料理を提供。東京で高野山体験ができるという意外性か
ら、都心で忙しく働く人々の興味を集め、2007年の初回以来、毎年開催されている人気のイベントです。
　会場をこれまでの東京・青山から丸の内に変更した今回は、「丸の内ハウス」の９つのレストランが、
それぞれに工夫を凝らした精進料理を提供。和洋中とバラエティ豊富な精進料理はどれもおいしく食べ
応えも十分。高野山体験も大人気で、瞑想体験や高野山・修行講座など事前予約が必要な講座もほぼ
すべて満席になる盛況ぶりでした。
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みんてつだより

期間限定イベント「『高野山カフェ』in 丸の内ハウス」開催
基調報告�　　鉄道の未来学

少子高齢社会における郊外住宅地のこれから
●明治大学理工学部建築学科 教授　園田眞理子

連載�　　地方民鉄紀行

一畑電車
連載�　　リレーエッセイ

「笛」
●作家　乃南アサ

連載�　　鉄道と映画

「闇の列車、光の旅」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

宮島廣島名所図絵
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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郊
外
住
宅
地
は

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か

郊
外
住
宅
地
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
。
東
京
を
例
に
、
大
都
市
に

お
け
る
住
宅
地
の
形
成
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

東
京
の
最
初
の
郊
外
住
宅
地
と
い
え
る
地

域
は
、
関
東
大
震
災
の
前
後
ぐ
ら
い
か
ら
、

山
手
線
の
外
側
、
現
在
の
世
田
谷
区
や
杉
並

区
、
大
田
区
等
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
職

住
分
離
の
「
住
」
を
受
け
持
つ
場
と
し
て
、

市
街
地
の
過
密
か
ら
逃
れ
、
安
全
で
快
適
な

住
宅
地
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
郊
外
住
宅
地
が
新
た
に
発
展
す
る

の
は
高
度
経
済
成
長
期
に
突
入
し
て
以
降
で

あ
る
。
最
初
に
、
都
市
近
郊
に
集
合
住
宅
団

地
が
次
々
建
設
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
人
々
は

よ
り
広
い
住
宅
、
で
き
れ
ば
一
戸
建
て
住
宅

を
と
願
い
、
郊
外
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ

た
。
東
京
圏
で
は
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か

ら
、
多
摩
川
を
越
え
て
そ
の
西
側
に
住
宅
地

が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
続
い
て
、
70
年
代
半

ば
に
は
荒
川
を
越
え
て
埼
玉
・
千
葉
方
面
へ
、

80
年
代
に
入
る
と
利
根
川
を
越
え
て
常
磐
方

面
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
80
年
代
以
降
は
、

そ
れ
ま
で
山
や
丘
を
切
り
拓
い
て
造
ら
れ
て

き
た
住
宅
地
が
、
埋
立
地
に
も
形
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
少
し
ず
つ
タ
イ
ム
ラ
グ
を
持
ち

な
が
ら
、
都
心
区
を
中
心
に
、
同
心
円
状
と

い
う
よ
り
は
、
西
へ
、
東
へ
、
北
へ
、
埋
立

地
へ
と
郊
外
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
詳
細
に
、
そ
の
郊
外
住
宅
地
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
み
て

み
る
と
、
植
物
の
生
態
に
実
に
似
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
る
。
ま
ず
、
植
物
の
茎
が
伸

び
る
よ
う
に
、
郊
外
に
向
か
っ
て
民
鉄
の
線

路
が
延
び
て
い
く
。
そ
し
て
、
各
駅
を
拠
点

に
丘
や
台
地
に
向
か
っ
て
道
路
が
細
い
茎
の

よ
う
に
伸
び
て
い
く
。
茎
の
先
に
は
、
葉
っ

ぱ
の
よ
う
に
宅
地
が
拓
か
れ
戸
建
て
住
宅
が

立
ち
並
ぶ
。

そ
こ
に
住
む
家
族
の
父
親
の
役
割
は
、
文

字
ど
お
り
の
「
働
き
蜂
」
で
あ
る
。
毎
朝
、

丘
の
上
か
ら
下
り
て
き
て
、
満
員
電
車
に

乗
っ
て
養
分
を
巣
に
運
ぶ
。
数
十
年
の
時
を

経
て
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
実
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
順
々
に
そ
こ
か
ら
巣
立
っ
て

い
き
、
や
が
て
生
涯
の
働
き
を
終
え
た
父
親

た
ち
は
丘
の
上
に
戻
る
―
―
大
都
市
郊
外
の

ど
の
住
宅
地
に
も
当
て
は
ま
る
物
語
で
あ
る
。

少子高齢社会における
郊外住宅地のこれから

明治大学理工学部建築学科 教授

園田眞理子
Mariko SONODA
千葉大学工学部建築学科卒業、千葉大学大学院工学研究科修士課程修了、
千葉大学大学院自然科学研究科博士課程修了。明治大学理工学部建築学
科専任講師、助教授を経て、2009 年より現職。専門は建築計画学・住
宅政策論。日本建築学会、都市住宅学会、日本医療福祉建築協会所属。
著書に『変貌する住宅市場と住宅政策』( 共著 )、『家族のライフスタイ
ルと住まい』（共著）、『データで読みとく都市居住の未来』（共著）など。

都心部から放射状に延びる鉄道沿線に開発された郊外住宅地。
子どもたちの声が響き渡る若いファミリータウンは、
数十年の年月を経て、
高齢者世帯が暮らす静かなまちへと変化した。
少子高齢化の時代、大都市圏の郊外住宅地を考える。
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住
宅
地
年
齢
と
郊
外
住
宅
地

住
宅
地
に
も
年
齢
が
あ
る
。「
住
宅
地
年

齢
」
だ
。
住
宅
の
平
均
取
得
年
齢
を
30
代
半

ば
と
し
て
み
よ
う
。
35
歳+

50
年
で
、
ほ
ぼ

平
均
寿
命
の
85
歳
に
な
る
。
す
な
わ
ち
住
宅

地
は
、
最
初
の
居
住
が
起
き
て
か
ら
50
年
を

経
過
す
る
と
、
世
代
交
代
が
始
ま
る
。

90
年
代
後
半
、
都
心
回
帰
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
明
治
、
大
正
生
ま
れ
の
人
た
ち
が

次
々
に
人
生
の
終
わ
り
を
迎
え
、
空
い
た
そ

の
人
た
ち
の
居
住
地
に
35
歳
人
口
が
入
居

し
た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
現
象
だ
と
推
測

で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
祖
父
母
と
孫
の
関
係

に
当
た
る
世
代
間
で
入
れ
替
え
が
起
き
た

と
い
う
こ
と
だ
。「
１
９
４
５
年+

50
年
＝

１
９
９
５
年
」
の
計
算
式
が
成
り
立
ち
、
都

心
回
帰
が
90
年
代
後
半
以
降
顕
著
に
な
っ
た

こ
と
は
論
理
的
に
説
明
で
き
る
。
２
０
１
０

年
現
在
、
東
京
23
区
内
で
の
世
代
交
代
は
終

盤
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
。

わ
が
国
の
人
口
構
成
は
、
高
度
経
済
成
長

期
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」
か
ら
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
「
釣
鐘
型
」
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
表
現
は
正
確

で
は
な
い
。
よ
り
正
し
く
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
が
起
き
た
２
０
０
８
年
に
60
歳
だ
っ
た

１
９
４
８
年
生
ま
れ
の
者
と
、
35
歳
だ
っ
た

１
９
７
３
年
生
ま
れ
の
者
を
ピ
ー
ク
と
す
る

「
双
こ
ぶ
ラ
ク
ダ
型
」
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
、35
歳
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
住
宅
を
必
要
と
す
る
年
齢
人
口

は
減
少
し
続
け
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
65

歳
以
上
人
口
、
わ
け
て
も
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
人
口
は
、
今
後
20
年
間
増
え
続
け
る

こ
と
に
な
る
。

住
宅
地
で
は
、
戦
前
生
ま
れ
か
ら
団
塊
の

世
代
の
人
た
ち
が
居
住
す
る
と
こ
ろ
で
、
激

し
い
高
齢
化
が
進
む
。
そ
れ
は
今
後
20
年
間

続
き
、
世
代
交
代
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
空

い
た
と
こ
ろ
を
埋
め
る
若
年
人
口
は
減
少
し

続
け
て
お
り
、
簡
単
に
は
空
き
が
埋
ま
ら
な

い
。
そ
れ
が
起
き
る
場

所
と
は
住
宅
地
年
齢
が

50
、「
２
０
１
０
年

－

50

年
＝
１
９
６
０
年
」、

60
年
代
に
外
に
向
か
っ

て
拡
大
し
た
郊
外
住
宅

地
、
東
京
で
は
多
摩
川

西
か
ら
始
ま
る
。

郊
外
住
宅
地
の
魅
力

学
生
た
ち
と
、
東
京

郊
外
に
あ
る
典
型
的

な
戸
建
て
住
宅
だ
け
の

２
０
０
０
戸
規
模
の
郊

外
住
宅
地
を
対
象
に

２
０
０
７
年
、
調
査

研
究
を
行
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
安
全
性
」

「
利
便
性
」「
快
適
性
」

「
情
緒
性
」
の
4
つ
の

指
標
に
基
づ
く
細
か
な

項
目
に
つ
い
て
居
住
者

に
評
価
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
「
郊
外
住

宅
の
居
住
価
値
」
を
評
定
し
て
み
よ
う
と
い

う
試
み
で
あ
る
。

「
安
全
性
」
で
は
、
火
事
等
の
防
災
性
や

空
き
巣
等
の
防
犯
性
、
交
通
安
全
性
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
、「
利
便
性
」
で
は
交
通

や
買
い
物
・
飲
食
・
医
療
な
ど
の
施
設
環
境

の
利
便
性
に
つ
い
て
、「
快
適
性
」
で
は
自
然

環
境
や
街
並
み
景
観
な
ど
に
つ
い
て
、
評
価

し
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
郊
外
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
先
の
３

項
目
だ
け
で
は
価
値
を
計
れ
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
、「
情
緒
性
」
を
加
え
た
。
長
い
年
月
を

経
た
こ
と
で
培
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
住
宅
地
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
居
住
者
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
ご
近
所
づ
き
合
い
や
自
治

会
活
動
な
ど
が
、
そ
の
評
価
項
目
で
あ
る
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
興
味
深
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
わ
が
国
の
不
動
産
評
価
の
仕
組

み
で
は
、
新
し
い
も
の
が
価
値
を
持
ち
、
古

基調報告 35
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い
も
の
は
お
し
な
べ
て
評
価
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
不
動
産
価
値
す
な
わ
ち

価
格
は
、
建
物
の
築
年
数
と
土
地
の
広
さ
、

駅
へ
の
至
便
性
で
決
ま
る
。
し
か
し
こ
の
調

査
研
究
で
、「
快
適
性
」
や
「
情
緒
性
」
に
つ

い
て
は
「
新
し
い
ほ
ど
い
い
」
と
は
限
ら
ず
、

む
し
ろ
「
時
間
を
経
た
か
ら
こ
そ
価
値
が
上

が
る
も
の
が
あ
る
」
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で

あ
る
。

例
え
ば
、「
緑
価
値
」
が
あ
る
。
開
発
時
に

植
樹
さ
れ
た
か
ぼ
そ
い
木
が
大
き
く
豊
か
に

育
ち
、
丹
精
な
手
入
れ
に
よ
り
見
事
な
景
観

を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
年
ご
近
所

に
住
ん
で
い
る
こ
と
で
、
困
っ
た
と
き
に
は

助
け
合
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
価
値
」
が
醸
成

さ
れ
て
い
る
。
親
世
代
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も

会
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
同
じ

学
校
で
学
ぶ
こ
と
で
社
会
的
な
関
係
資
本
を

得
た
「
学
校
価
値
」
も
あ
る
。
こ
う
し
た
年

月
を
経
て
、
人
が
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
こ
そ

高
ま
っ
て
い
く
要
素
が
、
郊
外
住
宅
地
の
居

住
環
境
の
な
か
に
は
い
く
つ
も
あ
る
。
出
来

た
て
の
住
宅
地
に
は
あ
り
得
な
い
良
さ
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
居
住
価
値
は
、
若
い
世

代
に
と
っ
て
、
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
の
た

め
の
得
難
い
魅
力
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
郊

外
住
宅
地
は
、
や
が
て
世
代
交
代
の
時
期
を

迎
え
る
。
こ
れ
ら
の
「
価
値
」
を
、
う
ま
く

若
年
世
代
に
継
承
し「
循
環
型
郊
外
住
宅
地
」

を
目
指
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

本
来
、
街
は
自
然
に
新
陳
代
謝
し
て
い
く

も
の
だ
っ
た
。
子
ど
も
が
産
ま
れ
育
ち
、
転

出
す
る
家
族
が
い
て
、
転
入
し
て
く
る
新
し

い
世
帯
が
あ
る
。
古
び
て
い
く
も
の
が
あ
り
、

新
た
に
生
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
郊
外
住
宅
地
は
一
時
に
開
発
さ

れ
、
一
時
に
同
世
代
、
同
種
の
人
た
ち
が
大

量
に
入
居
し
た
。
定
住
傾
向
が
強
い
た
め
人

口
の
流
出
入
は
少
な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
核

家
族
向
け
に
つ
く
ら
れ
た
親
の
家
を
出
て
、

自
分
た
ち
の
住
処
を
他
に
求
め
た
。
開
発
か

ら
数
十
年
を
経
て
、
入
居
時
に
は
若
年
の
核

家
族
世
帯
が
、
高
齢
者
夫
婦
ま
た
は
高
齢
者

の
単
独
世
帯
に
変
化
し
て
い
る
―
―
こ
れ
が

現
在
の
郊
外
住
宅
地
の
姿
で
あ
る
。

日
本
人
は
元
来
、
悲
観
主
義
を
好
む
の

か
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
そ
の
地
域
の
人

口
の
半
分
を
超
え
る
と
「
限
界
集
落
」
と
呼

ぶ
。
発
端
は
、
中
山
間
地
や
離
島
の
過
疎
化

や
高
齢
化
を
研
究
さ
れ
て
い
た
社
会
学
者
の

命
名
に
よ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
で
は
東
京

都
心
の
戸
山
団
地
（
旧
戸
山
ハ
イ
ツ
）
も
「
限

界
集
落
団
地
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
多
く

の
郊
外
住
宅
地
が
「
限
界
集
落
」
に
な
り
か

ね
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、

逆
転
の
発
想
で
あ
る
。
郊
外
住
宅
地
を
「
限

界
集
落
」
で
は
な
く
、「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
捉
え
直
し
て
み
る
。
ア

メ
リ
カ
の
中
産
階
級
の
人
た
ち
の
中
に
は
、

数
千
、
数
万
人
規
模
で
造
ら
れ
た
リ
タ
イ
ア

メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
移
り
住
む
人
が

い
る
。
日
本
の
郊
外
住
宅
地
は
既
に
「
自
然

発
生
的
な
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

今
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
徹
底
的
に
楽
し
く

安
全
に
快
適
に
老
後
を
過
ご
せ
る
エ
リ
ア
に

改
変
す
れ
ば
よ
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

を
つ
く
り
、
日
常
的
な
見
守
り
や
医
療
、
介

護
・
看
護
等
の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
付
加

し
て
い
く
。
必
要
な
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を
整

備
し
て
い
く
。
年
月
を
経
た
郊
外
住
宅
地

は
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
〝
協
働
〟

郊
外
住
宅
地
の
土
地
・
建
物
の
所
有
権
は
、

宅
地
に
再
分
化
さ
れ
た
「
個
人
所
有
」
と
、

公
園
、
学
校
等
の
「
公
共
所
有
」
の
ど
ち
ら

か
で
あ
る
。
当
初
は
開
発
者
が
所
有
し
て
い

た
土
地
・
建
物
で
あ
っ
て
も
、
開
発
後
は
公

共
に
移
管
さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
郊
外
住

宅
地
を
所
有
権
で
塗
り
分
け
て
み
る
と
「
公
」

と
「
私
」
の
２
色
し
か
な
く
、「
共
」
に
相
当

す
る
部
分
が
全
く
な
い
。

し
か
し
、
郊
外
住
宅
地
を
「
ハ
ッ
ピ
ー
・

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
再
編

す
る
た
め
に
は
、「
共
」
で
所
有
・
活
用
で
き

る
空
間
、住
民
同
士
で
当
該
住
宅
地
を
管
理
・

運
営
し
て
い
こ
う
と
い
う
「
共
」
の
精
神
が

欠
か
せ
な
い
。
共
有
財
産
を
持
っ
た
運
命
共

同
体
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
住
宅
地
に
公
園
が
あ
る
。
そ
れ

は
公
共
が
所
有
し
管
理
す
る
も
の
で
、
遊
具

が
壊
れ
て
い
れ
ば
役
所
に
ク
レ
ー
ム
を
言
う

だ
け
、
誰
が
ど
う
使
っ
て
い
て
も
結
局
は
無

関
心
と
い
う
空
間
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

「
共
」
の
空
間
と
な
る
と
、
そ
こ
に
住
民
同

士
の
利
害
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
リ
ア
ル
な
関
係

が
生
ま
れ
て
く
る
。
誰
か
が
利
す
れ
ば
誰
か

が
害
を
被
り
、「
協
力
」
や
「
協
働
」「
痛
み
分

け
」「
お
互
い
さ
ま
」
の
密
度
の
濃
い
関
係
性

が
生
じ
て
く
る
の
だ
。

昨
今
、「
公
」
の
力
は
財
政
事
情
の
悪
化
の

た
め
に
随
分
弱
ま
り
、
一
つ
ず
つ
の
住
宅
地
、

ま
し
て
や
小
さ
な
公
園
な
ど
に
は
、
目
も
管

理
も
お
金
も
届
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
住
宅
地
内
の
公
共
空
間
の
一

部
を
、
住
民
の
共
有
財
産
、
共
同
管
理
の

空
間
と
し
て
自
治
会
な
ど
に
逆
移
管
し
て
も

［循環型郊外住宅地］

世帯形成期

引退・老後期 世帯成長・成熟期

現在

未来 過去

住宅地の高齢化

住宅地の継承・
世代交代 住宅地の成熟
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ら
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

「
共
」
の
空
間
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
な
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
共
益
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
を
つ
く
る
。
日
本
の
自
然
発
生
的
な
リ

タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ア
メ
リ
カ

の
そ
れ
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
考
え
れ
ば
よ
い
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
企
画
は
、
住
民
の
共
同

出
資
、
フ
ァ
ン
ド
方
式
に
よ
り
実
現
し
て
い

く
。
当
初
資
金
の
不
足
分
は
借
り
入
れ
る
な

ど
し
て
未
来
の
利
用
料
で
返
済
し
て
い
く
。

経
済
的
に
も
敢
え
て
運
命
共
同
体
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
協
調
関
係
を
強
固

に
築
き
上
げ
る
の
で
あ
る
。
ク
レ
ー
マ
ー
や

フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
お
断
り
の
手
立
て
と
も
な

る
は
ず
だ
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
の
確
立

で
は
、
高
齢
化
し
た
住
宅
地
を
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

へ
と
再
編
し
て
い
く
―
―
そ
の
初
期
の
仕
組

み
を
つ
く
り
、
協
働
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て

い
く
主
体
は
何
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
答

え
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
一
般
的
に

考
え
れ
ば
行
政
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
今

日
、
行
財
政
力
に
余
力
の
あ
る
自
治
体
は
少

な
い
。
ま
た
、
行
政
の
手
法
で
は
立
地
規
制

と
計
画
経
済
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
非
効
率
・

非
競
争
、
変
化
に
対
し
て
鈍
重
な
こ
と
に
な

る
。次

に
、
民
間
に
そ
れ
を
委
ね
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
経
済
的
な
規
模
の
確

保
に
疑
問
点
が
残
り
、
そ
れ
だ
け
で
採
算
の

取
れ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ビ
ジ
ネ
ス
成

立
は
、
極
め
て
難
し
い
と
予
測
さ
れ
る
。

筆
者
が
唯
一
、
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
の
は
、
民
鉄
だ
。

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
事
業

者
と
住
民
と
の
「
つ
な
が
り
の
濃
さ
」
だ
。

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
居

住
者
の
関
係
は
、
住
ま
い
の
売
買
で
完
了
す

る
。
し
か
し
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
郊

外
住
宅
地
は
民
鉄
の
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
に
開

発
さ
れ
て
お
り
、
事
業
者
と
住
民
の
関
係
は
、

居
住
し
て
以
来
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。
鉄
道

や
バ
ス
の
利
用
、
あ
る
い
は
百
貨
店
や
ス
ト

ア
で
の
買
い
物
な
ど
を
通
じ
て
育
ま
れ
て
き

た
、そ
の
関
係
性
は
深
く
信
頼
感
も
大
き
い
。

二
つ
目
は
、
採
算
性
の
点
だ
。
沿
線
の
価

値
向
上
に
総
体
的
に
取
り
組
む
中
で
、
個
別

事
業
の
収
支
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
も
全
体

で
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
以
上
に
で
き

れ
ば
、
そ
の
事
業
は
大
成
功
と
い
え
る
。

地
域
内
住
み
替
え
循
環

最
後
に
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
の
流
入

を
促
進
さ
せ
る
手
立
て
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
き
た
い
。

若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
の
居
住
先
と
な
る

の
は
、
住
み
替
え
を
計
画
し
て
い
る
、
あ
る

い
は
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
の

持
ち
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
住
宅

の「
売
却
」「
転
貸
」を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、

ま
だ
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

売
却
は
、
築
後
30
年
近
い
建
物
は
ゼ
ロ
評

価
で
土
地
価
格
も
下
落
し
て
い
る
。
既
存
住

宅
の
再
利
用
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
思
っ
た
ほ

ど
に
は
買
い
取
り
再
生
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
ま
な
い
と
い
う
話
も
あ
る
。

転
貸
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
団
法
人
移
住
・

住
み
か
え
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｔ
Ｉ
）
の
「
住
宅

借
り
上
げ
制
度
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
50

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
持
ち
家
を
終
身
・

家
賃
保
証
付
き
で
借
り
上
げ
、
子
育
て
世
代

の
若
年
世
帯
に
優
先
し
て
転
貸
す
る
と
い
う

も
の
だ
が
、
ま
だ
、
十
分
な
認
知
と
活
用
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
し
て
何
よ
り
問
題
な
の
は
、
売
却
も
転

貸
も
、
塊
状
に
開
発
さ
れ
た
郊
外
住
宅
地
を

地
理
的
・
面
的
に
押
さ
え
て
高
齢
者
世
帯
と

若
年
世
帯
を
結
ぶ
、「
循
環
型
郊
外
住
宅
地
」

を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
が
何
も
な
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
し
て
筆
者
は
、
駅
を
拠
点
と
す

る
地
域
内
の
小
さ
な
「
住
み
替
え
循
環
の
整

備
」
か
ら
始
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

駅
の
丘
陵
地
に
立
地
す
る
高
齢
者
の

住
宅
を
、
子
育
て
世
代
に
受
け
渡
す
。

シ
ニ
ア
は
、
丘
の
上
か
ら
利
便
性
の
高

い
駅
近
辺
に
下
り
て
く
る
。
貸
し
手
の

住
み
替
え
先
ま
で
視
野
に
入
れ
た
地
域

内
の
住
み
替
え
循
環
で
あ
る
。「
都
心

⇔

郊
外
」
と
い
う
大
き
な
住
み
替
え
で

は
な
く
、「
駅
近
辺
の
平
地

⇔

駅
後
背
部

の
丘
陵
地
」
と
い
う
小
さ
な
住
み
替
え

に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
活
性
化
し
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

郊
外
住
宅
地
と
核
家
族
の
老
後

現
在
、
郊
外
住
宅
地
が
抱
え
て
い
る
問
題

と
は
、
実
は
、
核
家
族
の
老
後
問
題
そ
の
も

の
で
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ
た
高

齢
単
身
・
夫
婦
の
み
で
持
ち
家
に
住
ま
う
世

帯
が
、日
本
の
歴
史
上
は
じ
め
て
〝
核
家
族
〟

の
老
後
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

数
千
戸
の
戸
建
て
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
郊
外

住
宅
地
は
、
も
し
か
す
る
と
、
人
口
縮
減
と

い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
縮
小
し
て
い
く

の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
「
優

雅
な
縮
小
」
で
あ
る
べ
き
だ
。「
老
後
を
ハ
ッ

ピ
ー
に
過
ご
す
」「
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
」

―
―
そ
の
方
法
は
き
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
知
恵
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

茎
が
伸
び
、
茎
の
先
に
う
っ
そ
う
と
葉
を

繁
ら
せ
た
郊
外
住
宅
地
は
、
今
、
痛
ん
だ
葉

を
手
当
て
し
、
美
し
く
整
え
る
剪
定
の
時
を

迎
え
て
い
る
。

基調報告 35
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TOP INTERVIEW

鉄道事業が将来にわたって活力を維持する。
その支えとなるのは、沿線の力に他ならない。
少子高齢化の進行、都心回帰の波――沿線人口の減少が危惧されるなか、
京王電鉄は、沿線価値を高めるためのさまざまな施策を通じ、
沿線住民とともにある将来像を見据える。

「住んでもらえる、選んでもらえる沿線」の実現を目指し、
持ち前のフロンティア精神を発揮する京王グループならではの取り組みを、
京王電鉄株式会社 永田正代表取締役社長に伺った。

文◉茶木　環　撮影◉織本知之

京王電鉄株式会社　代表取締役社長

永田 正
Tadashi NAGATA

沿線価値の向上に取り組み、
「住んでもらえる、 
 選んでもらえる沿線」に。

鉄道事業の永続性
［活力ある沿線コミュニティを支える］

特集



沿
線
に
集
中
し
て
進
め
た
施
策

―
―
ま
ず
京
王
電
鉄
に
お
け
る
沿
線
開
発
の

歴
史
か
ら
、
お
話
を
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。

永
田　

当
社
の
本
格
的
な
拠
点
開
発
の
歴
史

は
、
新
宿
に
始
ま
り
ま
す
。
京
王
線
は
も
と

も
と
軌
道
法
で
発
祥
し
て
お
り
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
を
機
に
、
新
宿

駅
付
近
の
併
用
軌
道
を
地
下
に
潜
ら
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
６
４
年
の
こ
と
で
、

こ
の
と
き
現
在
の
京
王
新
宿
駅
が
完
成
し
、

そ
の
上
部
に
建
設
し
た
駅
ビ
ル
で
京
王
百
貨

店
が
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
７
年
後
の

71
年
に
は
当
時
世
界
一
の
超
高
層
ホ
テ
ル
と

な
っ
た
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
淀
橋
浄
水
場

跡
に
建
設
、
新
宿
駅
西
口
一
帯
が
大
き
く
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。

86
年
に
は
、
多
摩
地
区
最
大
規
模
の
京
王

聖
蹟
桜
ヶ
丘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
性

と
利
便
性
の
向
上
、
活
性
化
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
駅
ビ
ル
や
高
架
下
の
店
舗
開

発
・
賃
貸
を
中
心
に
、
社
有
地
を
有
効
活
用

し
て
賃
貸
資
産
の
拡
充
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

―
―
住
宅
地
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

永
田　

同
業
他
社
に
比
較
す
る
と
相
対
的
に

社
有
地
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
高
度
経

済
成
長
期
に
は
聖
蹟
桜
ヶ
丘
、
め
じ
ろ
台
、

平
山
城
址
公
園
な
ど
、
沿
線
に
住
宅
地
を
開

発
、
分
譲
し
て
き
ま
し
た
。

―
―
80
年
代
後
半
か
ら
の
バ
ブ
ル
景
気
の
最

中
、
沿
線
を
離
れ
て
事
業
を
展
開
す
る
鉄
道

事
業
者
が
多
か
っ
た
中
、
京
王
電
鉄
は
〝
沿

線
〟
に
集
中
し
て
き
ま
し
た
。

永
田　
〝
土
地
価
格
は
値
下
が
り
し
な
い
〟

と
言
わ
れ
、
空
前
の
投
資
ブ
ー
ム
が
到
来
し

た
バ
ブ
ル
期
に
お
い
て
も
、
当
社
は
、
土
地

を
取
得
し
て
事
業
を
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
、
開
発
の
難
し
い
保
有
資
産
を
処
分
す

る
こ
と
な
ど
で
、財
務
体
質
を
改
善
・
強
化
し
、

経
営
基
盤
の
安
定
を
図
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
事
業
に
次
ぐ
収
益
の
柱
で
あ
る
開
発

事
業
に
つ
い
て
は
、
社
有
地
の
活
用
を
メ
イ

ン
と
し
、
分
譲
事
業
か
ら
賃
貸
事
業
へ
の
シ

フ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
業
の
中
で

も
早
い
時
期
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
然
、
開
発
は
沿
線
に
集
中
し
て
進

め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
そ
こ
へ
沿
線
を
主
な

事
業
エ
リ
ア
と
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
が
出
店

す
る
こ
と
で
、
電
鉄
を
核
と
し
た
グ
ル
ー
プ

の
事
業
体
質
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
今
日
の
経
営
基
盤
の
礎
と
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。

沿
線
価
値
の
向
上
を
目
指
す

―
―
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
都
心
回
帰
現

象
も
起
き
て
い
ま
す
。
京
王
沿
線
の
さ
ら
な

る
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

永
田　

首
都
圏
で
も
少
子
高
齢
化
・
生
産
者

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
輸
送
需
要
の
減
退
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
に
と
っ
て
、
輸
送

需
要
と
は
イ
コ
ー
ル
沿
線
人
口
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
沿
線
の
人
口
を
維
持
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
２
０
０
５

年
か
ら
社
内
で
議
論
を
重
ね
、「
沿
線
価
値
の

向
上
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

当
社
線
も
、
20
～
40
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
減
少
し
、
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
よ
り
シ

ニ
ア
層
の
増
加
が
進
む
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
沿
線
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
を
維
持

で
き
る
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、

若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
向
け
て
は
子
育
て
し
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京王電鉄株式会社 路線図

京王線

井の頭線

相模原線
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動物園線動物園線
高尾線

高
尾
山
口

高
尾

め
じ
ろ
台

京
王
八
王
子

橋
本

北
野

高
幡
不
動

聖
蹟
桜
ヶ
丘

府
中

調
布 仙

川

千
歳
烏
山

明
大
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吉祥寺
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や
す
い
沿
線
づ
く
り
を
実
施
し
て
人
口
の
流

入
を
図
り
、
シ
ニ
ア
層
に
対
し
て
は
生
活
の

利
便
性
を
確
保
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
沿

線
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
子
育
て
世

代
層
の
流
入
」「
高
齢
者
世
代
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
街
」
に
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援

事
業
や
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
立

ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
通
じ
、
京
王

沿
線
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
子
育
て
支
援
事
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

永
田　

07
年
に
当
社
の
１
０
０
％
出
資
子
会

社
・
株
式
会
社
京
王
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
設

立
し
、
08
年
か
ら
沿
線
で
保
育
施
設
の
運
営

や
自
治
体
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
託

し
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
年
、
高
幡
不
動
駅
に
保
育
所
や
幼

児
教
室
、
自
治
体
施
設
が
入
っ
た
子
育
て
支

援
マ
ン
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
情

報
を
交
換
し
合
う
「
街
は
ぴ
」
と
い
う
沿
線

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
も
運
営
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
交
換

な
ど
、
子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
と
し
て
も

大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
も
う
ひ
と
つ
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

永
田　

現
在
は
、買
い
物
代
行
や
家
事
代
行
、

住
ま
い
に
関
し
て
お
困
り
の
こ
と
を
解
決
す

る
住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
丘
陵
地
に
開
発
さ
れ
た
分
譲

住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
が
高
齢
化
し
て
、
最

初
に
お
困
り
に
な
る
の
が
買
い
物
で
す
。
そ

う
し
た
方
々
の
た
め
に
、
購
入
さ
れ
た
商
品

の
宅
配
や
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
注
文
を
受
け
た
商
品
を
お
届
け
す
る
。
こ

の
買
い
物
代
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
手
始
め
に
、

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

家
の
片
付
け
や
掃
除
、
庭
木
の
剪
定
や
住
ま

い
の
ち
ょ
っ
と
し
た
修
繕
―
―
毎
日
の
生
活

の
中
の
〝
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
こ
と
〟
の
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
う
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
「
困
っ
た
」
を
解
消
し
て
、
お

客
さ
ま
に
生
活
の
利
便
性
を
確
保
し
て
い
た

だ
く
。
そ
ん
な
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

以
前
、
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
実
施

し
た
利
用
者
満
足
度
調
査
で
は
、
京
王
の
イ

メ
ー
ジ
は
「
信
頼
性
が
あ
る
」「
堅
実
性
が
あ

る
」「
安
定
性
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

当
社
の
企
業
理
念
は
「
信
頼
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
」
で
す
が
、
沿
線
の
お
客
さ
ま
も
そ
う

し
た
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
さ
ら
な
る
貢
献
を

期
待
さ
れ
て
い
る
。
家
の
用
事
を
全
く
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
頼
む
と
い
う
の
は
、
抵
抗
感

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
当
社
な
ら

信
頼
感
と
安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
。

地
道
な
が
ら
も
生
活
に
根
ざ
し
た
部
分
で
、

お
客
さ
ま
の
期
待
に
お
応
え
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
に
と
っ
て
は
、

ま
さ
に
便
利
で
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
ね
。

永
田　

え
え
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
活
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
拠
点
と
し
て
、
07
年
に
高

幡
不
動
駅
に
「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
高
幡
不
動
は
駅
の
南
側

が
シ
ニ
ア
世
代
の
多
い
丘
陵
地
帯
で
、
再
開

発
さ
れ
た
北
側
に
は
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が

流
入
し
て
い
ま
す
。
当
社
が
目
指
す
沿
線
づ

く
り
に
近
い
街
だ
っ
た
の
で
、
一
つ
め
の
営

業
拠
点
を
設
置
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
桜
上
水
店
を
開
設

し
、
今
年
度
は
３
号
店
と
な
る
永
福
町
店
を

開
設
し
ま
す
。

―
―
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
し
た
施
策
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

永
田　

シ
ニ
ア
世
代
が
住
み
や
す
い
沿
線
づ

く
り
で
大
切
に
な
っ
て
く
る
こ
と
に
「
安
全
・

安
心
」
が
あ
り
ま
す
。
お
一
人
で
お
住
ま
い

の
方
が
急
病
で
倒
れ
、
誰
も
気
づ
か
な
か
っ

た
―
―
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
元
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

会
社
と
組
ん
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
非
常
通
報
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
手
頃
な
料
金
設
定

で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
、
京
王

線
・
井
の
頭
線
沿
線
全
域
で
展
開
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
、
警

備
会
社
と
提
携
し
、
留
守
番
確
認
や
旅
行
時

巡
回
な
ど
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
付
け
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

―
―
シ
ニ
ア
世
代
の
住
み
替
え
な
ど
も
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

永
田　
「
移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構
（
Ｊ

Ｔ
Ｉ
）」
に
参
画
し
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ご
自

❶多摩川を渡る京王線
❷聖蹟桜ヶ丘駅

❶

❷
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宅
を
家
賃
保
証
付
き
で
借
り
上
げ
、
子
育

て
中
の
若
い
世
代
な
ど
に
貸
し
出
す
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
民
鉄
で
は
当
社
が
初
め
て

で
す
ね
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
に
は
介
護
を
必
要
と

さ
れ
、
そ
う
し
た
設
備
が
整
っ
た
場
所
で
の

生
活
を
望
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ

る
い
は
、
将
来
の
こ
と
も
考
え
て
早
め
に
そ

う
し
た
施
設
に
入
居
し
た
い
と
お
考
え
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

京
王
グ
ル
ー
プ
で
は
、
10
年
８
月
、
シ
ニ

ア
レ
ジ
デ
ン
ス
（
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
）
事
業
に
新
規
参
入
す
る
た
め
に
新
会
社

「
京
王
ウ
ェ
ル
シ
ィ
ス
テ
ー
ジ
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
12
年
に
は
世
田
谷
区
に
第
１
号
施
設

の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
、
京
王
沿
線
に
お
い
て
も
今

後
シ
ニ
ア
層
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
沿
線
に
お
住
ま
い
の
シ
ニ
ア
層

に
対
し
、
住
ま
い
方
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
で
、
沿
線
の
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て

い
き
ま
す
。「
京
王
の
施
設
だ
っ
た
ら
終
身

の
生
活
を
任
せ
ら
れ
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
、
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

沿
線
活
性
化
に

鉄
道
の
安
全
は
不
可
欠
な
も
の

―
―
13
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
の
抱
負
を
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。

永
田　

国
内
経
済
は
一
部
に
持
ち
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
デ
フ
レ
の
長
期
化

や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
不
透
明
な
消
費
動

向
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
京
王
グ
ル
ー

プ
で
は
、
今
年
度
を
起
点
と
す
る
「
京
王
グ

ル
ー
プ
中
期
５
カ
年
経
営
計
画
～
転
換
と
強

化
～
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
さ
ら
な
る
安
全
性

の
向
上
」
と
「
沿
線
の
活
性
化
」
を
推
進
し

つ
つ
、
コ
ス
ト
構
造
の
転
換
と
財
務
体
質
の

強
化
を
重
視
し
、
こ
の
先
の
経
営
環
境
の
変

化
や
大
規
模
工
事
の
実
施
に
も
耐
え
得
る
強

固
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
自

動
列
車
制
御
装
置
）
の
整
備
、
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。
11
年
度

内
に
全
線
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
切
り
替
え
を
目
指
す
ほ

か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
今
年
度

中
に
下
北
沢
駅
を
除
く
す
べ
て
の
駅
で
完
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。

東
京
都
・
調
布
市
と
と
も
に
進
め
て
い
る

調
布
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
12
年

度
の
完
了
予
定
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
を

含
む
18
カ
所
の
踏
切
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
交
通
環
境
が
大
き
く
改
善
さ

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笹
塚
以
西

の
連
続
立
体
化
に
つ
い
て
も
、
事
業
主
体
で

あ
る
東
京
都
と
と
も
に
事
業
化
に
向
け
て
都

市
計
画
お
よ
び
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を

進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
規
模
地
震
に
備
え
て
、
高
架

橋
柱
や
ず
い
道
の
補
強
工
事
を
継
続
的
に

行
っ
て
お
り
、
吉
祥
寺
駅
で
は
高
架
橋
の
改

築
工
事
を
今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
13
年
度
の
完
成
予

定
で
京
王
吉
祥
寺
駅
ビ
ル
の
建
て
替
え
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
井
の
頭
線
の
新
し
い
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
周
辺
環
境
に
も

配
慮
し
た
吉
祥
寺
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る

と
と
も
に
、
収
益
力
と
京
王
グ
ル
ー
プ
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

―
―
大
規
模
投
資
が
続
き
ま
す
ね
。

永
田　

こ
う
し
た
大
規
模
投
資
の
負
担
は
決

し
て
小
さ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
京
王
グ
ル
ー

プ
の
基
幹
・
基
軸
は
鉄
道
で
す
。
京
王
ブ
ラ

ン
ド
が
持
つ
「
信
頼
」
は
、
安
心
・
堅
実
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も
含
め
て
、
鉄
道
が
築
き

上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
当
社
の
鉄
道
事
業

は
長
年
に
わ
た
る
安
全
で
安
定
し
た
運
行
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
沿
線
の
お
客
さ
ま
か
ら

の
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
取
り
組

ん
で
い
る
沿
線
価
値
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
と
し
た
沿
線
活
性
化
策
も
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
の
鉄
道
の

安
全
へ
の
信
頼
な
く
し
て

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
安
全
へ
の
投
資

の
財
源
を
き
ち
ん
と
確
保

し
、
同
時
に
、
沿
線
の
活

性
化
も
進
め
て
い
け
る
盤

石
な
体
制
づ
く
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
は
堅
実
な
が
ら

も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富

ん
で
い
る
と
い
う
伝
統
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

現
在
、
京
王
グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い
る
既

存
事
業
の
多
く
は
成
熟
し
た
事
業
で
す
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
既
存
事
業
を
ベ
ー
ス
に
新

た
な
成
長
の
道
筋
を
開
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
英
知
を
結
集
し
て

新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
く
必
要
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
13
年
に
京
王
線
・

路
線
バ
ス
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
新
た
な
事

業
を
創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。

約
３
０
０
万
人
の
沿
線
住
民
の
方
々
に
、

現
在
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
提
供
で
き
て
い
る

か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
充
分
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
っ
た
施
策
を
き
め
細
や
か
に
実

施
し
、「
住
ん
で
も
ら
え
る
、
選
ん
で
も
ら
え

る
沿
線
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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上／聖蹟桜ヶ丘駅、南側の丘陵地に広がる住宅地
右／住宅地造成が終わったばかりの頃（1965年） 若

い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
向
け
て
は
子
育
て
し
や
す
い
沿
線
づ
く
り
を
、

高
齢
者
層
に
対
し
て
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
沿
線
づ
く
り
を
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
京
王
電
鉄
で
は
、ふ
た
つ
の
目
標
を
打
ち
出
し
、

沿
線
価
値
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

住
む
街
、
住
み
た
く
な
る
街
、
住
み
続
け
た
い
街
―
―

沿
線
の
暮
ら
し
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し
、

住
民
と
と
も
に
愛
着
の
持
て
る
沿
線
づ
く
り
を
目
指
す
。

沿
線
価
値
向
上
の
た
め
の
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た

生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

ク
チ
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト
「
街
は
ぴ
」
を
取
材
し
た
。

沿
線
の
暮
ら
し
を
支
え
、

活
力
あ
る

沿
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

 

つ
く
る
。文◉茶木　環 ( ジャーナリスト )　撮影◉織本知之

京王電鉄株式会社　
総合企画本部　
事業推進部
沿線価値向上担当 課長

浅野 正喜
Masaki ASANO
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沿
線
価
値
と
は
生
活
そ
の
も
の

２
０
０
５
年
10
月
、
京
王
グ
ル
ー
プ
は
、

Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
ク
ロ
ス
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー

ム
）
を
立
ち
上
げ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
中
堅
・

若
手
社
員
お
よ
そ
１
０
０
人
。
そ
の
目
的
は
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
「
沿
線
価
値
向
上
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
と
施
策
の
立
案
だ
。
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
沿
線
価
値
の
向
上
に

向
け
て
何
を
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
か
、
議
論
と
検
討
を
開
始

す
る
。

「
沿
線
で
は
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
若
い

子
育
て
世
代
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

〝
沿
線
価
値
の
向
上
〟
は
当
社
が
常
に
目
指

し
、
取
り
組
み
続
け
て
き
た
こ
と
だ
が
、
新

し
い
視
点
、
新
し
い
発
想
に
よ
る
取
り
組
み

が
必
要
だ
っ
た
」
と
、
京
王
電
鉄
株
式
会
社

総
合
企
画
本
部
・
事
業
推
進
部
・
沿
線
価
値

向
上
担
当
の
浅
野
正
喜
課
長
は
説
明
す
る
。

京
王
沿
線
の
４
区
６
市
の
年
代
別
人
口
予

想
で
は
、
05
年
と
比
較
し
て
10
年
後
の
15
年

に
は
20
～
40
歳
の
子
育
て
世
代
が
減
少
し
、

団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
よ
り
シ
ニ
ア
世
代
が

増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

増
加
す
る
高
齢
者
世
帯
と
は
、
50
年
代
半

ば
か
ら
70
年
代
初
め
に
か
け
て
、
京
王
電
鉄

を
は
じ
め
、
沿
線
各
地
で
開
発
・
分
譲
さ
れ

た
住
宅
地
に
住
む
世
帯
だ
。
入
居
時
に
は
子

育
て
世
代
だ
っ
た
世
帯
が
、
子
ど
も
た
ち
の

巣
立
ち
の
後
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
や
単
身
世

帯
に
変
化
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
住
宅
地
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま

は
、
京
王
沿
線
に
深
い
愛
着
を
持
っ
て
生

活
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
方
々
に
と
っ
て
、

沿
線
の
価
値
と
は
日
々
の
生
活
そ
の
も
の
な

の
で
は
な
い
か
。
長
く
お
住
ま
い
の
高
齢
の

お
客
さ
ま
に
わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
こ
と
―
―
そ

れ
は
生
活
の
利
便
性
を
確
保
し
て
差
し
上
げ

る
こ
と
、
安
心
し
て
沿
線
に
住
み
続
け
る
た

め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
暮
ら
し
や
す
く
便
利

で
安
心
な
沿
線
は
、
子
育
て
世
代
の
流
入
に

も
つ
な
が
る
」

Ｃ
Ｆ
Ｔ
が
打
ち
出
し
た
そ
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
浅
野
課
長
は
説
明
す
る
。

高
幡
不
動
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

07
年
３
月
、
高
幡
不
動
駅
・
京
王
高
幡

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
と
同
時
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
に
よ
る
企
画
を
具
体

化
し
た
「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

開
設
さ
れ
た
。

「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
京
王

グ
ル
ー
プ
が
提
供
す
る
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
の
総
称
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し

て
の
店
舗
名
だ
。

「
高
幡
不
動
は
、
高
台
の
住
宅
地
の
高
齢

化
が
進
む
一
方
で
、
近
年
、
駅
周
辺
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
も
多
く
建
築
さ
れ
、
子
育
て
世
代
も

多
く
居
住
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
が
、
沿
線
の
生
活
利
便
性
向
上
の
ヒ

ン
ト
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
」
と
浅
野
課
長
。

第
１
号
店
の
高
幡
店
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
カ

ウ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
大
型
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ

る
沿
線
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

や
コ
ピ
ー
機
、
デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン
ト
機
器
な
ど

を
設
置
。
駅
ナ
カ
の
便
利
な
Ｏ
Ａ
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

最
新
の
設
備
を
整
え
た
。

ま
た
、
店
内
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、

絵
画
や
写
真
等
の
作
品
展
や
地
元
の
サ
ー
ク

ル
活
動
の
集
会
・
会
議
等
の
利
用
に
貸
し
出

し
て
い
る
。
開
設
か
ら
３
年
を
経
て
、
高
齢

者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
携
帯
電
話
教
室
、

あ
る
い
は
幼
児
向
け
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
な
ど
、
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
き
た
。

「『
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
浸
透

と
と
も
に
、地
域
の
皆
さ
ま
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
」
と
、

浅
野
課
長
は
そ
の
手
ご
た
え
を
語
る
。

「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
高
幡

店
に
続
い
て
09
年
3
月
に
桜
上
水
店
を
開

設
。
現
在
、
こ
の
２
店
舗
で
京
王
線
・
井
の

頭
線
沿
線
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
生
活

沿線自治体 人口構成予想
［沿線 4区 6市の年代別人口予想（2005年～2015年）］
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サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
し
込
み
は
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受

け
付
け
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の

浸
透
を
目
指
し
、
今
年
度
内
に
は
永
福
町
店

を
新
設
す
る
予
定
だ
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

必
要
な
会
員
登
録
は
無
料
、
現
在
、
会
員
数

は
５
０
０
０
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

毎
日
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
は
、
京
王
ス
ト
ア
な
ど
の
店
頭
お

買
い
上
げ
商
品
の
宅
配
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

「
丘
陵
の
住
宅
地
な
ど
に
お
住
ま
い
の
高
齢

の
お
客
さ
ま
が
、
最
初
に
お
困
り
に
な
る
の

は
、
食
料
品
、
飲
料
な
ど
の
重
い
荷
物
の
買

い
物
。
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
買
い
物

の
サ
ポ
ー
ト
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
」

と
浅
野
課
長
。

宅
配
は
、京
王
ス
ト
ア
高
幡
店
・
京
王
ア
ー

ト
マ
ン
高
幡
店
・
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
京
王

高
幡
店
・
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト
桜
上
水
店
で
の
お

買
い
上
げ
商
品
を
自
宅
ま
で
配
送
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
午
後
３
時
ま
で
に
買
い
物
を
済
ま

せ
て
配
送
を
申
し
込
め
ば
、
夕
方
の
夕
食
の

支
度
の
時
間
ま
で
に
商
品
が
届
く
。
配
送
エ

リ
ア
は
周
辺
地
域
に
限
定
さ
れ
る
が
、
購
入

金
額
に
よ
っ
て
は
配
送
料
も
無
料
に
な
る
。

ま
た
、
09
年
2
月
か
ら
は
、
自
宅
に
居
な

が
ら
、
店
頭
配
布
の
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
京
王

ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
商
品
を
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
注
文
で
き
、
自
宅
ま
で
宅
配
し
て

も
ら
え
る
お
買
い
物
代
行（
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
）

を
開
始
し
た
。
代
金
は
到
着
時
の
商
品
と
引

き
換
え
払
い
で
、こ
ち
ら
も
購
入
金
額
に
よ
っ

て
配
送
料
金
が
無
料
と
家
計
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

浅
野
課
長
は
「
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
、

単
な
る
宅
配
に
終
わ
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

そ
の
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

「
玄
関
口
ま
で
足
を
運
び
、
お
客
さ
ま
と

じ
か
に
向
き
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
お
客
さ

ま
が
ど
う
い
う
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
、
生
の
声
を
拾
っ
て
い
っ
た
」

と
い
う
。

年
齢
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、
か
つ
て
は
当

然
の
よ
う
に
こ
な
し
て
い
た
家
事
の
細
々
と

し
た
こ
と
が
、
苦
に
な
っ
て
く
る
。
力
仕
事

が
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
―
―
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
〝
困
っ
た
こ
と
〟
が
生
じ
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
〝
手
伝
い
〟
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
広

げ
て
い
っ
た
の
だ
。

例
え
ば
「
住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
自

宅
の
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
工
事
な
ど
大
が
か
り
な
も
の
か
ら
、
庭

木
の
手
入
れ
、
畳
や
障
子
、
ふ
す
ま
の
張
り

替
え
、
家
具
の
移
動
や
不
用
品
処
分
ま
で
、

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
対
応
す

る
。

「
家
事
代
行
」は
、掃
除
や
部
屋
の
片
付
け
、

庭
の
草
む
し
り
、
洗
濯
・
ア
イ
ロ
ン
掛
け
や

衣
替
え
の
整
理
な
ど
、
家
事
全
般
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
生
じ
る
困
っ
た

こ
と
や
手
助
け
し
て
ほ
し
い
こ
と
の
多
く
は
、

実
は
、
住
ま
い
の
ち
ょ
っ
と
し
た
修
理
・
修

繕
だ
っ
た
り
、
細
々
と
し
た
家
の
用
事
だ
っ

た
り
す
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
、
住
ま
い
や

家
事
に
関
す
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
相
談
で

き
る
敷
居
の
低
さ
は
あ
り
が
た
い
だ
ろ
う
。

専
門
的
な
技
術
を
要
す
る
こ
と
や
大
が
か
り

な
工
事
を
伴
う
こ
と
も
、
京
王
な
ら
安
心
し

て
頼
む
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
京
王
グ
ル
ー
プ
各

社
や
提
携
し
た
地
元
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

キ
ル
を
活
か
し
対
応
し
て
い
る
。

「
お
客
さ
ま
へ
の
応
対
の
仕
方
な
ど
、
研

修
も
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。
特
に
家
事
代
行

な
ど
は
ご
自
宅
の
中
の
作
業
で
あ
る
だ
け
に
、

お
客
さ
ま
の
京
王
に
対
す
る
信
頼
感
を
損
な

わ
な
い
よ
う
、
よ
り
丁
寧
な
応
対
を
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
る
」
と
浅
野
課
長
。

今
後
は
、
京
王
グ
ル
ー
プ
と
地
元
企
業
と

の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
目
指
す
。

❶�店頭お買い上げ商
品の宅配サービス
は京王ストア高幡
店などで実施して
いる

❷�宅配サービスの申
し込みは京王スト
ア店内でＯＫ

❸�商品は専用ケース
に納めて配達

❹�京王ほっとネット
ワークの営業車

家事全般をサポートする
「家事代行」サービス

❶

❷ ❹

❸
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「
大
き
な
収
益
を
求
め
て
い
る
事
業
で
は
な

い
の
で
、
沿
線
の
生
活
の
利
便
性
を
高
め
よ

う
と
い
う
当
社
の
意
図
を
理
解
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元

企
業
、
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
考
え
て
い
る
。　

高
齢
者
世
帯
に
不
可
欠
な
安
心
対
策

宅
配
や
お
買
い
物
代
行
、住
ま
い
の
サ
ポ
ー

ト
、
家
事
代
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
も
ち

ろ
ん
高
齢
者
世
帯
だ
け
を
対
象
に
し
た
も
の

で
は
な
い
。
子
育
て
世
帯
や
共
働
き
世
帯
の

利
用
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、実
際
に
、徐
々

に
そ
れ
ら
の
世
代
に
も
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

広
が
っ
て
い
る
。

一
方
、
高
齢
者
世
帯
向
け
に
特
化
し
た
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
09

年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
シ

ニ
ア
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
だ
。

ウ
ィ
ル
コ
ム
社
と
提
携
し
て

同
社
の
全
国
Ｐ
Ｈ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
、
日
本
初
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ボ
タ
ン
を
使
っ
た
見

守
り
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
よ
う
。
利
用
者
に
は
、

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
置
き
型
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ボ
タ
ン

と
Ｐ
Ｈ
Ｓ
が
貸
与
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ボ
タ
ン

は
利
用
者
が
常
駐
す
る
部
屋
に
置
き
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
は
家
族
が
所
持
す
る
。
緊
急
時
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
緊
急
通
報
が

コ
ー
ル
さ
れ
、
音
声
通
話
が
で
き
る
仕
組
み

だ
。
ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ボ
タ
ン
の
セ
ン
サ
ー
が

活
動
を
検
知
し
、
活
動
反
応
が
24
時
間
以
上

な
い
場
合
は
異
常
と
判
断
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
安
否
確
認
メ
ー
ル

が
配
信
さ
れ
る
。
離
れ
て
暮

ら
す
家
族
に
と
っ
て
心
配
な

高
齢
者
の
〝
も
し
も
〟
に
応

え
る
安
心
の
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
だ
。
利
用
料
金
も
基
本
的

に
は
定
額
制
な
の
で
、
緊
急

時
以
外
に
も
家
族
と
の
連
絡

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
少
し
の
料
金
の
追
加

で
、
緊
急
時
に
は
綜
合
警
備

保
障
の
ガ
ー
ド
マ
ン
が
駆
け

つ
け
る
プ
ラ
ン
も
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
モ
バ

イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

導
入
に
よ
っ
て
高

度
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
著
し
い
成
果

を
挙
げ
て
い
る
と
し

て
「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
モ

バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
推
進
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
）
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
２
０
１
０
」
で

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
代
向
け
に
は
、
綜

合
警
備
保
障
と
提
携
し
た
「
京
王
・
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
を
提
供
し
て

い
る
。
最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
警
備
に
加
え
、「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
特
典
と
し
て
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が

一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
と
き
の
安
否
確

認
や
旅
行
時
の
無
人
宅
の
巡
回
の
二
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
て
い
る
。

住
み
替
え
を
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト

　
一
方
、
歴
史
あ
る
住
宅
地
で
は
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
を
離
れ
、
子
ど
も
た
ち
家
族
と
近

い
地
域
へ
の
移
住
や
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

住
ま
い
へ
の
住
み
替
え
を
希
望
す
る
高
齢
者

世
帯
も
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
京
王

グ
ル
ー
プ
は
、「
有
限
責
任
中
間
法
人
移
住
・

住
み
か
え
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｔ
Ｉ
）」
に
参
画
、

持
ち
家
を
活
用
し
な
が
ら
の
移
住
・
住
み
替

え
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｉ
の
住
宅
借
り
上
げ
制
度
は
、
50
歳

以
上
の
世
帯
の
持
ち
家
を
〝
終
身
〟
で
借
り

上
げ
、
子
育
て
世
代
の
若
年
世
帯
を
優
先
し

て
転
貸
す
る
制
度
。
借
り
手
が
見
つ
か
ら
な

い
期
間
に
つ
い
て
も
最
低
賃
料
が
保
証
さ
れ

る
の
で
、
貸
主
は
安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
持
ち
家
を
手
放
さ
ず
に
新
し

い
暮
ら
し
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
移
住
・

住
み
替
え
後
に
元
の
住
ま
い
に
戻
り
た
く

な
っ
た
と
き
に
は
戻
る
こ
と
も
可
能
だ
。

今
の
持
ち
家
を
ど
う
す
る
の
か
、
住
み
続

け
る
の
か
住
み
替
え
る
の
か
、
住
民
の
関
心

は
高
い
。
京
王
グ
ル
ー
プ
で
は
、
沿
線
各
地

で
相
談
会
を
開
催
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
住
み
替
え
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
ゆ
く
ゆ
く
は
介
護
の
施
設
が
整
っ
た

場
所
、
で
き
れ
ば
住
み
慣
れ
た
京
王
沿
線
に

あ
る
施
設
で
暮
ら
し
た
い
―
―
そ
ん
な
声
を

受
け
て
、
京
王
グ
ル
ー
プ
で
は
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ

ン
ス
の
建
設
を
計
画
。
今
年
度
、
い
よ
い
よ

計
画
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

年
月
を
重
ね
て
子
育
て
世
帯
の
住
宅
地
か

ら
高
齢
者
世
帯
の
住
宅
地
へ
と
変
貌
し
た
街

に
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し
て
い
く
。

「『
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
サ
ー

ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
、
す
べ
て
の
世
代
の
お
客

さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
。
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
浅
野
課

長
は
抱
負
を
語
る
。

生
活
の
利
便
性
を
高
め
な
が
ら
形
づ
く
ら

れ
て
い
く
誰
に
と
っ
て
も
安
心
で
暮
ら
し
や

す
い
沿
線
の
価
値
は
、
若
い
子
育
て
世
代
に

と
っ
て
も
大
き
な
魅
力
と
な
り
、
沿
線
へ
の

流
入
を
促
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

「MCPCaward2010」奨励賞を受賞

❶ SOS ボタンと直結する PHS　❷�置き型 SOS ボタン
❸高齢者の〝もしも〟を見守る

❶

❷ ❸

鉄道事業の永続性
［活力ある沿線コミュニティを支える］

特集
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沿
線
の
魅
力
を
住
民
が
伝
え
る

「
京
王
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
開
設
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
２
０
０
７
年
４
月
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
議
論
か

ら
生
ま
れ
た
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
京
王
沿
線
ク
チ
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト「
街
は
ぴ
」

（w
w

w
.happy-tow

n.net/

）
だ
。

「
住
ん
で
も
ら
え
る
沿
線
、
選
ん
で
も
ら
え
る
沿
線

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
事
業
者
か
ら
の
情
報
発
信

以
上
に
、
実
際
に
沿
線
を
利
用
す
る
方
々
の
生
の
声

を
発
信
し
て
い
く
機
会
や
場
こ
そ
が
必
要
。
そ
こ
か

ら
、
沿
線
の
方
々
に
よ
る
沿
線
情
報
サ
イ
ト
の
立
ち

上
げ
が
決
ま
っ
て
い
っ
た
」
と
、
京
王
電
鉄
株
式
会

社
広
報
部
・
企
画
宣
伝
担
当
の
駒
寄
健
夫
課
長
は
説

明
す
る
。

京
王
電
鉄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
主
に
一
般
ユ
ー

ザ
ー
や
投
資
家
を
対
象
に
コ
ン
テ
ン
ツ

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
沿
線
利
用
者
に
よ
る
沿
線

情
報
を
組
み
込
む
こ
と
は
で
き
る
が
、

そ
れ
で
は
趣
旨
が
伝
わ
り
づ
ら
い
。

「
沿
線
の
方
々
か
ら
発
信
い
た
だ
い

た
〝
楽
し
い
〞
や
〝
大
好
き
〞
を
集
め

て
、
沿
線
の
魅
力
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝

え
て
い
く
。
地
域
の
人
に
は
『
こ
の
沿

線
が
大
好
き
で
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
』、
地
域

外
の
方
に
は『
こ
の
沿
線
に
住
ん
で
み
た
い
』と
思
っ

て
い
た
だ
く
の
が
目
的
」と
駒
寄
課
長
。
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
30
代
の
子
育
て
世
代
を
含
む
女
性
、
サ

イ
ト
名
は
「
あ
な
た
の
ハ
ッ
ピ
ー
が
街
の
ハ
ッ
ピ
ー

に
！
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
付
け
ら
れ
た
。　

ク
チ
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト
「
街
は
ぴ
」
の
い
ち
ば
ん

の
特
徴
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
ク
チ
コ
ミ
記
事
の
投

稿
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
一
般

か
ら
公
募
し
た
約
80
名
の
街
は
ぴ
ラ
イ
タ
ー
が
、
地

域
に
密
着
し
た
情
報
を
随
時
投
稿
し
て
い
る
。

ク
チ
コ
ミ
記
事
の
主
な
ジ
ャ
ン
ル
は
、
グ
ル
メ
、

ラ
ン
チ
・
カ
フ
ェ
・
ス
イ
ー
ツ
、
暮
ら
し
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
。「
こ
ん
な
お
店
を
見
つ
け
た
」「
散
歩
中

に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」「
子
ど
も
連
れ
で
も
楽

し
め
る
場
所
」
な
ど
、
沿
線
に
愛
着
を
持
つ
街
は
ぴ

ラ
イ
タ
ー
な
ら
で
は
の
目
線
で
読

者
に
新
鮮
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。街

は
ぴ
ラ
イ
タ
ー
は
、
年
に
3

回
、
定
期
的
に
募
集
し
て
い
る
。

30
〜
40
代
の
女
性
ラ
イ
タ
ー
が
多

い
が
、
少
数
派
の
男
性
ラ
イ
タ
ー

も
居
酒
屋
情
報
や
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
溢
れ
る
ク
チ
コ
ミ
記
事
で
、

サ
イ
ト
の
幅
を
広
げ
て
い
る
そ
う

だ
。
平
均
す
る
と
週
に
40
〜
50
本
の
投
稿
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
ク
チ
コ
ミ
記
事
だ
け
で
現
在
５
０
０
０

本
を
超
え
て
い
る
。

「
街
は
ぴ
ラ
イ
タ
ー
は
好
奇
心
旺
盛
な
人
が
多
く
、

普
段
は
あ
ま
り
脚
光
を
浴
び
な
い
よ
う
な
場
所
や
話

題
も
、
一
つ
一
つ
掘
り
下
げ
て
記
事
に
し
て
く
れ
る
。

そ
う
し
た
情
報
の
積
み
重
ね
で
、
沿
線
情
報
の
周
知

が
広
く
早
く
進
ん
で
い
る
」
と
駒
寄
課
長
は
そ
の
効

果
を
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
中
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
企
画
記
事
も
連
載
さ
れ
、

サ
イ
ト
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
子
育
て
の

お
も
し
ろ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
４
コ
マ
漫
画
で
描
い
た
「
お

ぐ
ら
な
お
み
の
子
育
て
絵
日
記
」、
忙
し
い
子
育
て
中

で
も
手
軽
に
つ
く
れ
る
レ
シ
ピ
が
充
実
の
「
て
ん
き
ち

母
ち
ゃ
ん
の
今
週
の
晩
ご
飯
」
な
ど
を
更
新
し
て
い

る
。「
子
育
て
絵
日
記
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
「
京
王
沿

線
子
育
て
情
報
」バ
ナ
ー
が
あ
り
、
街
は
ぴ
ラ
イ
タ
ー

の
子
育
て
に
関
す
る
記
事
を
検
索
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
フ
ァ
ン
は
多
く
、
ア
ク

セ
ス
数
ア
ッ
プ
の
牽
引
役
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

55
万
件
／
月
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
に
成
長

「
街
は
ぴ
」
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
開
始
後
１
年
で

京王電鉄株式会社　
広報部　
企画宣伝担当 課長

駒寄 健夫
Takeo KOMAYOSE

京王沿線をもっと楽しく

クチコミ情報
サイト
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30
万
件
／
月
を
超
え
、
３
年
目
に
入
る
と
50
万
件
／

月
以
上
に
伸
び
、
現
在
で
は
月
に
55
万
件
、
ユ
ニ
ー

ク
ユ
ー
ザ
ー
は
10
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い

る
。　で

は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
こ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
街
は
ぴ
」
の
閲
覧
は
誰
で
も
で
き
る
が
、
会
員

に
登
録
す
る
と
、
街
は
ぴ
ラ
イ
タ
ー
の
記
事
に
コ
メ

ン
ト
で
き
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
特
集
の

制
作
に
参
加
で
き
る
な
ど
、
サ
イ
ト
に
よ
り
深
く
コ

ミ
ッ
ト
で
き
る
。「
街
は
ぴ
」
会
員
の
構
成
を
見
て

み
よ
う
。

現
在
の
会
員
数
は
約
５
３
０
０
人
。
20
代
と
30
代

で
43
・
３
％
、
こ
れ
に
40
代
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
が
71
％
を
占
め
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
年
代
別
の
男
女
比
だ
。
全
体
の

平
均
と
10
代
の
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
率
だ
が
、
20
〜
40

代
前
半
ま
で
は
女
性
が
半
数
以
上
を
占
め
、
50
代
で

は
男
性
が
６
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
中
高
年
齢
層

の
場
合
は
、
男
性
の
方
が
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
機
会
が
多
い
。
親
和
性

が
高
い
と
い
う
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
開
設
当
初
の
街
は
ぴ
会
員
は
男
性
の
割
合
が
多

か
っ
た
が
、
子
育
て
を
中
心
と
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

イ
タ
ー
の
活
用
や
20
〜
30
代
女
性
向
け
に
発
行
し
て

い
る
『
京
王
沿
線
生
活
マ
ガ
ジ
ン 

あ
い
ぼ
り
ー
』
へ

の〝
街
は
ぴ
お
で
か
け
プ
ラ
ン
〞の
掲
載
な
ど
に
よ
り
、

会
員
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
中
心
に
女
性
の
割
合
が
上

回
っ
て
き
て
い
る
」
と
駒
寄
課
長
は
話
し
て
い
る
。

69
駅
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
集
約

「
街
は
ぴ
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
季
節
の
お
す
す

め
情
報
を
紹
介
し
た
コ
ー
ナ
ー
、
街
は
ぴ
ラ
イ
タ
ー

新
着
記
事
、
新
着
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
記
事
は
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
や
ラ
イ
タ
ー
ご
と

に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
、

大
き
な
仕
組
み
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
街
は
ぴ
」
が
、
京
王
線
52
駅
、
井
の
頭

線
17
駅
、
全
69
駅
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
集
約
し
た
サ

イ
ト
で
あ
る
こ
と
だ
。

行
き
た
い
、
あ
る
い
は
調
べ
た
い
エ
リ
ア
の
最
寄
り

駅
か
ら
検
索
で
き
、
そ
の
駅
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

タ
ー
記
事
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
閲
覧
で
き
る
。
例
え
ば

調
布
周
辺
な
ら
、
ラ
イ
タ
ー
記
事
は
全
部
で
６
０
０

件
以
上
。目
当
て
の
情
報
が
見
つ
か
る
は
ず
だ
。ま
た
、

ペ
ー
ジ
に
は
「
ラ
イ
タ
ー
記
事
マ
ッ
プ
」「
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
マ
ッ
プ
」
の
２
種
類
の
地
図
が
付
い
て
お
り
、
初

め
て
訪
れ
る
場
合
に
も
分
か
り
や
す
い
。
各
駅
の
周

辺
ガ
イ
ド
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

「
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
見
て
み
る
と
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
で
は
な
く
、駅
検
索
で
入
っ
て
く
る
ユ
ー

ザ
ー
も
多
い
」
と
駒
寄
課
長
。
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
、

目
的
の
エ
リ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
即
座
に
収
集

で
き
る
。
男
性
会
員
が
多
い
の
も
、
こ
う
し
た
利
便

性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

情
報
が
駅
を
、
街
を
育
て
る

事
業
者
側
か
ら
意
図
を
持
っ
て
情
報
を
発
信
す
る

の
で
は
な
く
、
沿
線
利
用
者
に
よ
る
生
の
沿
線
情
報

の
発
信
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
街
は
ぴ
」
だ

が
、
駒
寄
課
長
に
よ
れ
ば
「
ラ
イ
タ
ー
の
方
々
が
意

欲
的
で
ク
チ
コ
ミ
記
事
中
心
に
サ
イ
ト
運
営
が
で
き

て
お
り
、
目
指
し
て
い
る
も
の
に
非
常
に
近
い
か
た

ち
に
育
ち
つ
つ
あ
る
」
そ
う
だ
。

「
街
は
ぴ
」効
果
も
出
て
き
た
。
例
え
ば「
街
は
ぴ
」

で
人
気
上
昇
中
の
エ
リ
ア
に
、
千
歳
烏
山
や
仙
川
が

あ
る
。
千
歳
烏
山
は
駅
を
は
さ
ん
で
南
北
に
延
び
る

元
気
な
商
店
街
が
、
仙
川
は
駅
付
近
に
で
き
た
新
し

い
お
し
ゃ
れ
な
店
舗
や
グ
ル
メ
が
、
若
い
親
子
連
れ

や
女
性
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
街
の
賑
わ
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を

レ
ポ
ー
ト
し
た
ラ
イ
タ
ー
記
事
が
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
る
。
そ
れ
を
読
ん
で
街
を
訪
ね
た
会
員
が
、
自
ら

の
発
見
を
コ
メ
ン
ト
に
書
き
込
ん
で
い
く
。
こ
う
し

て
繰
り
返
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
街
に

人
を
呼
び
寄
せ
、
新
た
な
楽
し
さ
を
積
み
上
げ
な
が

ら
、
街
の
魅
力
を
育
て
て
い
る
の
だ
。

「
今
後
の
課
題
は
モ
バ
イ
ル
化
。
外
出
先
で
『
街
は

ぴ
』の
情
報
を
検
索
し
た
り
、記
事
を
投
稿
で
き
れ
ば
、

サ
イ
ト
が
も
っ
と
活
性
化
す
る
」
と
、
駒
寄
課
長
は

意
欲
を
見
せ
る
。
会
員
も
随
時
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
行
っ
て
増
や
す
努
力
を
続
け
、
月
１
０
０
万
件
の

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

若
い
女
性
を
対
象
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
街
は
ぴ
」

だ
が
、
中
高
年
層
の
男
性
会
員
が
予
想
外
に
多
い
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
潜
在
的
な
ニ
ー

ズ
と
大
き
な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
日
々
、

成
長
す
る
沿
線
情
報
の
宝
庫
を
活
か
し
、
沿
線
価
値

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
確
固
た
る
取
り
組

み
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
を
維
持
す
る
「
沿
線

の
力
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

50％ 50％

41％ 59％

43％ 57％

43％ 57％

42％ 58％

46％ 54％

58％ 42％

62％ 38％

66％ 34％

79％ 21％

51％ 49％

男性
女性

10代以下

20代前半

20代後半

30代前半

30代後半

40代前半

40代後半

50代前半

50代後半

60代以上

合計

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

「街はぴ」会員の年代・男女構成

❶「街はぴ」効果で人気の千歳烏山
❷若い親子連れで賑わう仙川

❶

❷
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子育てしやすい環境づくりを――
若いファミリー世代の流入と定着を目指し、
京王グループでは子育て支援事業を推進している。
そこには、公共性の高い鉄道事業者としての使命もある。
子育てに関する多様なニーズに対応しながら、
安全で安心できる保育環境が整った、
次世代にとって暮らしやすく便利な沿線づくりを進めている。

子育てしやすい
沿線づくりの推進。

文◉茶木　環 ( ジャーナリスト )　撮影◉織本知之

株式会社京王子育てサポート　
取締役社長

上田 浩次
Kouji UEDA

REPORT II
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子
育
て
施
設
を
取
り
込
み
、

駅
前
立
地
の
至
便
な
環
境
に
整
備

　
少
子
高
齢
化
に
向
け
て
沿
線
価
値
の
向
上

に
取
り
組
む
。
そ
の
具
体
的
な
施
策
を
検
討

す
る
中
で
、
テ
ー
マ
の
１
つ
に
上
っ
た
の
が

「
子
育
て
」
だ
。
若
い
子
育
て
世
代
を
誘
致

す
る
た
め
に
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

２
０
０
７
年
４
月
、
京
王
電
鉄
は
沿
線
価

値
向
上
の
一
環
と
し
て
「
子
育
て
支
援
事
業
」

を
推
進
す
る
１
０
０
％
出
資
子
会
社
の
株
式

会
社
京
王
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
設
立
し
た
。

「
子
育
て
時
期
に
は
、
子
育
て
し
や
す
い
住

ま
い
と
安
全
で
安
心
で
き
る
保
育
施
設
、
職

場
ま
で
の
至
便
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
3
つ
の
環

境
が
必
要
だ
が
、
当
社
沿
線
に
は
こ
れ
ら
に

加
え
て
多
摩
の
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
子
育

て
支
援
を
一
体
で
進
め
ら
れ
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
」
と
、株
式
会
社
京
王
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
の
上
田
浩
次
取
締
役
社
長
は
語
る
。

京
王
の
子
育
て
支
援
事
業
は
、
06
年
の
子

育
て
支
援
マ
ン
シ
ョ
ン
「
京
王
ア
ン
フ
ィ
ー

ル
高
幡
」
の
検
討
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

「
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
暮
ら
し
や
す
い
住

環
境
が
確
保
さ
れ
て
い
て
、
同
じ
建
物
内
に

保
育
施
設
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、

自
治
体
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
施
設
や
医
療
機

関
も
併
設
さ
れ
た
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
企
画

し
た
。
ち
ょ
う
ど
高
幡
不
動
駅
の
駅
舎
改
良

と
隣
接
の
商
業
施
設
の
建
て
替
え
も
あ
り
、

街
の
再
設
計
の
中
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、

開
発
が
決
ま
っ
た
」
と
上
田
社
長
は
話
す
。

京
王
の
子
育
て
支
援
事
業
は
、こ
の「
京

王
ア
ン
フ
ィ
ー
ル
高
幡
」
を
出
発
点
と
し
て
、

現
在
、
東
京
都
の
認
証
保
育
所
で
あ
る
「
京

王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
」
と
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ロ
ン
「
京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
ネ
ク
ス
ト
」

の
運
営
、
そ
し
て
世
田
谷
区
か
ら
の
委
託
事

業
で
あ
る
「
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
烏
山
」

の
3
つ
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

子
育
て
に
優
し
い

幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

08
年
３
月
に
竣
工
し
た
京
王
ア
ン
フ
ィ
ー

ル
高
幡
は
、
高
幡
不
動
駅
よ
り
徒
歩
２
分
と

い
う
立
地
に
あ
る
。

４
階
か
ら
最
上
階
８
階
ま
で
の
５
フ
ロ
ア

に
配
置
し
た
全
25
戸
は
、
小
さ
い
子
ど
も
を

抱
え
る
家
族
が
暮
ら
し
や
す
い
よ
う
に
、
室

内
に
は
子
育
て
経
験
者
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
を

活
か
し
た
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

ビ
ル
の
３
階
に
は
、
日
野
市
立
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
妊

産
婦
や
０
歳
～
18
歳
の
子
ど
も
に
関
す
る
相

談
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
電
話
や
面
談
で

受
け
る
総
合
相
談
窓
口
だ
。

「
多
く
の
行
政
が
少
子
化
に
向
け
て
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
子
育
て
支

援
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
企
画
段
階
で

日
野
市
と
も
協
議
を
行
っ
た
。
当
社
だ
け
で

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
自
治
体
に

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し

た
総
合
的
な
取
り
組
み
も
初
め
て
実
現
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
自
治
体
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
事
業
の
幅
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
上
田
社
長
は
言
う
。

同
じ
３
階
フ
ロ
ア
に
は
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ロ
ン「
京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
ネ
ク
ス
ト
」、

２
階
フ
ロ
ア
に
は
東
京
都
認
証
保
育
所
「
京

王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
」、
さ
ら
に
１
階
フ
ロ
ア

に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
が
入
居
。
京
王
ア
ン

フ
ィ
ー
ル
高
幡
は
、
８
階
建
て
の
ビ
ル
全
体

に
子
育
て
世
代
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

配
慮
し
た
機
能
を
備
え
て
完
成
し
た
。

保
育
の
質
を
何
よ
り
も
重
視

京
王
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
が
直
接
運
営
す
る

東
京
都
認
証
保
育
所
「
京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ

ツ
」
は
、
こ
の
京
王
ア
ン
フ
ィ
ー
ル
高
幡
で

の
議
論
を
経
て
誕
生
し
た
。

「
当
初
、
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
民

間
の
保
育
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
も
考
え

た
が
、
自
分
た
ち
で
し
っ
か
り
と
し
た
運
営

を
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。

ま
た
自
治
体
の
方
か
ら
も
、
京
王
が
手
が
け

た
ほ
う
が
沿
線
の
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
」
と

上
田
社
長
は
誕
生
の
経
緯
を
話
す
。

子
ど
も
を
育
て
、
働
く
―
―
そ
の
た
め
に

は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
保
育
施
設
が
欠
か

せ
な
い
。
送
り
迎
え
に
便
の
よ
い
立
地
に
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
心
穏
や
か
に
楽
し
く
遊

べ
る
環
境
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
傍
ら
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
温
か
く
見
守
る
保
育
士
が
い
る
。
共
働
き

世
帯
に
と
っ
て
保
育
施
設
と
は
、
毎
日
の
子

育
て
支
援
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

子
ど
も
た
ち
が
出
会
い
、
働
く
親
同
士

も
仲
間
と
し
て
出
会
う
場
所
―
―
キ
ッ
ズ
プ

ラ
ッ
ツ
と
は
「K

ids

’ 子
ど
も
た
ち
の
」
と

「plats

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
）・Plaz

（
ド
イ
ツ

子育て施設が整備された「京王アンフィール高幡」
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語
）
広
場
、
公
園
」
を
語
源
に
し
た
も
の
で
、

「
子
ど
も
た
ち
の
広
場
、
出
会
い
の
広
場
」
と

い
う
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

「
鉄
道
事
業
者
の
運
営
す
る
保
育
所
と

言
っ
て
も
、
単
な
る
保
有
地
の
有
効
活
用
で

は
な
く
、
沿
線
価
値
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
開
発
の
企
画
段
階
か
ら
参
画
し
て

い
る
。
日
々
の
運
営
か
ら
新
し
い
園
の
設
計
、

保
育
士
の
採
用
、
園
児
の
募
集
ま
で
と
苦
労

は
多
い
が
、
保
育
所
を
運
営
す
る
以
上
、
保

育
の
質
に
は
こ
だ
わ
り
た
い
」
と
上
田
社
長

は
語
る
。

現
在
、
京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
京
王
ア

ン
フ
ィ
ー
ル
高
幡
の
ほ
か
、
京
王
多
摩
川
・

千
歳
烏
山
・
南
大
沢
に
開
設
。
京
王
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
は
、
パ
ー
ト
社
員
も
含
め
、
保
育

士
を
中
心
に
栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
93
人
の

社
員
を
抱
え
る
。

「
年
齢
や
経
験
も
異
な
る
た
め
、
研
修
の

一
環
と
し
て
保
育
士
同
士
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
を
積
極
的
に
つ
く
っ
て
い
る
」
と
上

田
社
長
。

保
育
士
た
ち
が
意
見
を
出
し
合
い
、
自
分

た
ち
で
選
ん
だ
言
葉
で
、
京
王
グ
ル
ー
プ
の

理
念
を
引
き
継
ぐ
「
保
育
理
念
」
も
制
定
し

た
。「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
人
格
や
個

性
を
尊
重
し
、
日
々
の
ふ
れ
合
い
の
中
か
ら
、

愛
さ
れ
る
満
足
感
や
認
め
て
も
ら
え
て
い
る

安
心
感
を
与
え
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
て
い
く
」
と
い
う
内
容
の
も
の
だ
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の
参
加
が
保
育
士
の

意
識
と
一
体
感
を
高
め
、
全
体
の
保
育
の
質

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

来
年
４
月
に
は
、
５
カ
所
目
と
な
る
永
福

町
で
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
既
設
の

京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
は
す
べ
て
駅
近
く
に
あ

る
が
、
永
福
町
は
初
の
駅
ナ
カ
だ
。

「
駅
と
商
業
施
設
と
の
複
合
施
設
の
中
で
、

保
育
所
の
設
置
基
準
の
厳
し
い
３
階
で
の
開

設
と
な
る
。
当
社
に
と
っ
て
も
初
挑
戦
で
あ

る
が
、
限
ら
れ
た
面
積
の
有
効
利
用
や
施
設

運
用
面
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
駅

ナ
カ
保
育
所
と
し
て
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
に
し

た
い
」
と
上
田
社
長
は
意
欲
を
見
せ
る
。

子
育
て
世
代
の
交
流
を
深
め
る

京
王
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
が
運
営
す
る
も
う

１
つ
の
子
育
て
支
援
事
業
「
京
王
キ
ッ
ズ
プ

ラ
ッ
ツ
ネ
ク
ス
ト
」
は
、
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
集
い
の
場
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
る
。

「
京
王
ア
ン
フ
ィ
ー
ル
高
幡
に
子
育
て
世

帯
が
交
流
で
き
る
広
場
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

ア
イ
デ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
。
小
学
校
就
学
前

の
幼
児
教
室
だ
が
、
親
子
の
仲
間
づ
く
り
に

も
主
眼
を
置
い
て
い
る
」
と
上
田
社
長
は
説

明
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
プ
レ
ス
ク
ー
ル
、リ
ト

ミ
ッ
ク
、英
会
話
、
造
形
絵
画
の
４
つ
が
用

意
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
親
子
で
参
加
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
も
随
時
実
施
し
て
い

る
と
い
う
。

ま
た
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を

持
つ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
の

も
、
京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
ネ
ク
ス
ト
の
大
き

な
特
長
だ
。
時
に
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
交
え
て
、
親
同
士
が
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
情
報
交
換
を
し
合

う
な
ど
、
同
じ
子
育
て
世
代
が
集
う

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ
ロ
ン
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。

行
政
と
連
携
し
た

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

子
育
て
支
援
事
業
の
３
つ
め
の
柱
「
子
育

て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
世
田
谷
区
と
連
携
し

た
事
業
だ
。

東
京
23
区
の
中
で
最
も
人
口
が
多
い
世
田

谷
区
は
子
ど
も
の
数
も
多
く
、
出
生
数
も
増

加
し
て
い
る
。「
東
京
一
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち　

世
田
谷
区
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
子
ど
も

に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

先
進
的
な
取
り
組
み
も
多
い
。
そ
の
中
の
１

つ
が
「
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

「
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
在
宅
を
含
め

た
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
の

充
実
を
図
る
た
め
、
整
備
し
た
施
設
。
保
育

所
や
ひ
ろ
ば
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
な
ど

を
実
施
す
る
多
機
能
な
子
育
て
支
援
の
拠
点

で
、
子
育
て
家
庭
の
交
流
の
施
設
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
世
田
谷
区
子
ど
も

部
家
庭
支
援
課
の
岡
本
逹
二
課
長
は
話
す
。

現
在
、
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
世
田
谷

区
内
の
５
カ
所
（
三
軒
茶
屋
・
梅
ケ
丘
・
桜

新
町
・
成
城
学
園
前
・
千
歳
烏
山
）
に
開
設

さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
駅
か
ら
ほ
ど
近
い

場
所
に
あ
る
。
京
王
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
で
は
、

こ
の
う
ち
の
1
カ
所
で
あ
る「
子
育
て
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
烏
山
」
を
運
営
し
て
い
る
。

「
施
設
の
『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
名
の

通
り
、
利
便
性
を
重
視
し
、
駅
近
く
に
設
置

し
た
。
ま
た
、
駅
は
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
利
用
す
る
。
子
育

て
中
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
に
か
か

わ
り
の
な
い
方
に
も
、
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
効
果
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
岡
本
課
長
は
〝
駅
の
効
果
〟

に
期
待
す
る
。

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
４
つ
の
機

能
が
あ
る
。
子
育
て
中
の
親
子
同
士
が
立
ち

寄
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
情
報
交
換
を
す
る
、

い
わ
ゆ
る
〝
公
園
〟
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
「
お
で
か
け
ひ
ろ
ば
」、
理
由
を
問
わ
ず
時

間
単
位
で
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
ほ
っ
と
ス
テ
イ
」、
働
い
て
い
る
保
護
者
の
子

育
て
を
支
援
す
る
「
保
育
所
」、
18
歳
未
満

の
発
達
障
害
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
子
ど

も
に
つ
い
て
専
門
職
が
相
談
を
行
う
「
発
達

相
談
」
の
４
つ
だ
。

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
烏
山
で
は
、「
お
で

か
け
ひ
ろ
ば
」「
ほ
っ
と
ス
テ
イ
」
東
京
都
認

世田谷区子ども部　
子ども家庭支援課長

岡本 逹二
Tatuji OKAMOTO
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証
保
育
所
「
京
王
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ッ
ツ
烏
山
」

「
発
達
相
談
」
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
他

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
な
い
「
病
後
児
保
育
」

も
実
施
し
て
い
る
。

岡
本
課
長
は
、
こ
う
し
た
鉄
道
事
業
者
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
意
義
は
大
き
い
と
話
す
。

「
ま
ず
、
駅
に
近
い
と
い
う
立
地
条
件
で
5

カ
所
の
施
設
整
備
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

鉄
道
事
業
者
の
協
力
が
大
き
な
力
に
な
っ

た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
は
非
常
に
公
共
性

の
高
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
鉄
道
と
い
う
公

共
性
の
高
い
民
間
事
業
者
が
担
う
こ
と
の
意

味
は
大
き
い
」

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
烏
山
に
取
材
に

行
っ
て
み
た
。
途
中
、
小
さ
な
子
ど
も
を
抱

い
た
母
親
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
父
親
な
ど
、

何
人
も
の
親
子
連
れ
と
行
き
会
っ
た
。

1
階
の
「
お
で
か
け
ひ
ろ
ば
」
を
の
ぞ
い
て

見
る
と
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
い
る
。
子
ど
も
同
士
が
仲
良
く

遊
ぶ
そ
ば
で
、
親
同
士
も
話
が
弾
ん
で
い
る

よ
う
だ
。
世
話
役
と
し
て
立
ち
働
く
地
域
の

年
配
者
の
姿
も
印
象
深
い
。

〝
多
機
能
の
子
育
て
拠
点
〟
と
は
、
す
べ

て
の
子
育
て
世
代
に
開
か
れ
た
子
育
て
の
拠

点
と
い
う
こ
と
だ
。
同
じ
子
育
て
世
代
が
活

発
に
交
流
を
行
い
、
そ
こ
に
地
域
の
眼
差
し

が
注
が
れ
る
。

上
田
社
長
は
「
こ
う
し
た
施
設
の
存
在
が
、

子
育
て
の
閉
塞
感
や
孤
立
感
を
な
く
す
こ
と

に
つ
な
が
る
」
と
そ
の
役
割
を
語
っ
て
い
る
。

沿
線
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
見
極
め
る

京
王
の
３
つ
の
子
育
て
支
援
事
業
は
、
３

年
半
を
経
過
し
て
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
新

た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
研
究
し
て
い
る
と
い
う
。
学
童
保

育
や
学
習
塾
、
親
子
カ
フ
ェ
な
ど
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
リ
サ
ー
チ
と
検
討
を
続
け
て
い

る
。「

同
じ
鉄
道
事
業
者
で
も
、
社
有
地
の
有

無
や
沿
線
の
自
治
体
の
動
向
な
ど
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
環
境
の
違
い
が
あ
る
。
今
は
、
京
王
グ

ル
ー
プ
と
し
て
次
に
何
を
す
べ
き
か
、
じ
っ

く
り
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
何
よ
り

沿
線
に
何
が
望
ま
れ
て
い
る
の
か
を
見
極
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

自
治
体
と
連
携
す
べ
き
と
こ
ろ
は
連
携
し
、

鉄
道
事
業
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。
安
心
・
安
全
で
住
ん
で
み
た

い
と
思
わ
れ
る
沿
線
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
上
田
社
長
は
話
す
。

子
育
て
時
期
と
い
う
時
間
は
、
実
は
そ
れ

ほ
ど
長
く
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
子
育
て
時

期
に
は
、
子
育
て
に
必
要
な
環
境
が
整
っ
た

と
こ
ろ
で
暮
ら
し
て
ほ
し
い
」
と
上
田
社
長

は
言
い
添
え
る
。

京
王
グ
ル
ー
プ
の
総
合
的
な
取
り
組
み
で
、

す
べ
て
の
世
代
に
と
っ
て
住
ま
う
価
値
の
あ

る
沿
線
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
も

が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
願
う
沿
線

―
―
京
王
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
沿
線
価
値
の

向
上
は
、
住
ま
う
人
々
の
生
活
を
よ
り
安
心

で
便
利
な
も
の
へ
と
変
え
な
が
ら
、
活
力
あ

る
沿
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
続
け
る
に
違

い
な
い
。

❶～❸
 4 階建ての「子育てステーション烏山」。親子
連れで賑わう子育ての交流の拠点だ。
❹～❽ 
１階に「おでかけひろば」、２階に「京王キッズ
プラッツ」、３階に「ほっとステイ」と「病後児
保育室」、４階に「発達相談室」がある。

❶

❷ ❸

❼ ❽

❹ ❺ ❻
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世
界
最
大
規
模

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、
規
模
で
圧
倒
的

な
世
界
最
大
を
誇
る
。
地
下
鉄
の
運
営
母
体
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
都
市
交
通
公
社
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に

よ
る
と
、
路
線
は
現
在
24
に
及
び
、
営
業
路
線
の
総

延
長
は
６
６
０
マ
イ
ル
（
約
１
０
６
２
キ
ロ
）
に
達

す
る
。
こ
れ
は
単
純
に
比
較
す
る
と
、
東
京
メ
ト
ロ

と
都
営
地
下
鉄
の
合
計
で
あ
る
約
３
０
４
キ
ロ
の
３

倍
以
上
に
相
当
す
る
。

駅
は
４
６
８
を
数
え
、
年
間
の
乗
客
数
は

２
０
０
９
年
に
約
15
億
８
０
０
０
万
人
に

上
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
の
地
下
鉄
の
乗
客
数

30
億
１
１
０
０
万
人
の
約
半
分
で
、
世
界
で
は
４

位
に
と
ど
ま
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
人
口
が

８
３
０
万
人
、
東
京
が
１
３
０
０
万
人
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
そ
の
差
に
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も

あ
る
。

そ
の
せ
い
か
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
混
み
具
合
は
、
東

京
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
穏
や
か
だ
。
07
年

時
点
の
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
調
査
で
は
、
乗
車
率
（
乗
車
定
員

に
対
す
る
実
際
の
乗
客
数
）
は
最
高
で
も
１
０
２
〜

１
０
３
％
。
こ
れ
で
も
米
国
で
は
、
詰
め
込
み
過
ぎ
だ

と
し
て
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
日
本
の
２
０
０
％

を
超
え
る
よ
う
な
状
況
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

24
／
７
／
３
６
５
の
重
圧

地
下
鉄
を
実
際
に
運
営
し
て
い
る
の
は
、
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
傘
下
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー（
略
称
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
）だ
。

運
行
す
る
車
両
の
数
は
約
６
４
０
０
両
。
平
日
の
運

行
本
数
は
１
日
当
た
り
平
均
８
２
８
０
本
程
度
だ
。

日
中
は
４
〜
６
分
間
隔
、
午
前
０
時
か
ら
５
時
ま
で

の
深
夜
時
間
帯
は
お
よ
そ
15
〜
20
分
間
隔
で
列
車
が

今では当たり前となった、落書きのないきれいな地下鉄の車両
（8th アベニュー線の 42 丁目・ポートオーソリティー駅）

「奇跡の復活」遂げた都市インフラ

ニューヨークの地下鉄といえば、かつては米国の大都市の荒廃を象徴する存在だった。
煤けた車体を窓まで覆う落書き。外側と同じくらい汚れた車内には、昼でも夜でも強盗が出没し、
走り出せば耳をつんざくばかりの騒音が襲ってくる。
しかし、１９８０年前後のどん底時代から約 30 年たった今、地下鉄は見違えるようにきれいで安全になった。
車体には落書きが全く見られず、これまで利用を避けていた乗客も戻ってきている。
奇跡のような復活を遂げたニューヨーク地下鉄の歴史をたどるとともに、最新事情を報告する。
文・写真◉大嶋聖一（時事通信社ニューヨーク総局）

ニューヨーク
地下鉄最新事情

World Report
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走
る
。
一
律
２
ド
ル
25
セ
ン
ト
の
基
本
料
金
で
１
日

24
時
間
、
週
７
日
、
年
間
３
６
５
日
、
乗
客
を
運
び

続
け
て
い
る
。

24
時
間
営
業
の
地
下
鉄
は
、
世
界
で
も
珍
し
い
。

ま
し
て
、
世
界
最
大
規
模
の
路
線
総
延
長
で
そ
れ
を

維
持
す
る
の
は
、
並
大
抵
で
は
な
い
努
力
と
資
金
を

必
要
と
す
る
。

路
線
は
、「
１
」
や
「
Ａ
」
と
い
っ
た
数
字
や
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
後
ろ

に「
ト
レ
イ
ン
」を
付
け
て
呼
ば
れ
る
。「
Ａ
ト
レ
イ
ン
」

と
は
「
Ａ
列
車
」。
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
の
十
八

番
だ
っ
た
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
の

題
材
に
も
な
っ
た
。

各
路
線
に
は
、
さ
ら
に
運
行
経
路
が
分
か
る
副
路

線
名
が
付
い
て
い
る
。Ａ
ト
レ
イ
ン
な
ら「
８（
エ
イ
ス
）

ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
８
番
街
急
行
）」
と

い
っ
た
具
合
だ
。
Ａ
ト
レ
イ
ン
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
か

ら
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
下
を
く
ぐ
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
北
上
。
ジ
ャ
ズ
の
中
心
地
で
、

デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
が
住
ん
で
い
た
ハ
ー
レ
ム

に
至
る
。

１
０
０
年
超
え
る
歴
史

地
下
鉄
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
０
１
年

だ
。
19
世
紀
初
頭
に
わ
ず
か
８
万
人
だ
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
人
口
は
、
移
民
の
流
入
で
同
世
紀
末
に

３
５
０
万
人
近
く
に
急
膨
張
し
た
。
通
勤
な
ど
の
移

動
に
は
路
面
電
車
と
、
蒸
気
機
関
車
を
使
っ
た
「
Ｅ

Ｌ
（
エ
レ
ベ
ー
テ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
エ
レ
ベ
ー

テ
ッ
ド
・
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
）」
と
呼
ば
れ
る
高
架
鉄

道
が
使
わ
れ
た
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
内
の
土
地
は

限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
高
速
で
安
全
・
確
実
な
交
通

手
段
と
し
て
、
電
気
を
動
力
源
と
す
る
地
下
鉄
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

路
線
の
半
分
は
、
道
路
を
掘
り
下
げ
て
ト
ン
ネ
ル

を
構
築
し
た
後
に
埋
め
戻
す
と
い
う「
オ
ー
プ
ン
カ
ッ

ト
工
法
」で
造
ら
れ
た
。こ
の
た
め
、線
路
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
を
南
北
に
走
る
幅
の
広
い
道
路
「
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

の
下
を
走
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
副
路
線
名
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
駅
は
多
く
の
場
合
、
交
差
点
の
地

下
に
設
け
ら
れ
た
。

完
成
は
１
９
０
４
年
10
月
27
日
。
最
初
に
運
行
が

始
ま
っ
た
区
間
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
南
部
、
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
市
庁
舎
）と
北
部
の
１
４
５

丁
目
を
結
ぶ
15
キ
ロ
で
、
28
の
駅
を
つ
な
い
だ
。

主
要
部
分
は
、
開
業
当
初
か
ら
複
々
線
が
採
用
さ

れ
た
。
鈍
行
と
急
行
を
分
け
て
運
行
さ
せ
、
効
率
的

に
乗
客
を
運
ぶ
こ
と
が
狙
い
だ
。
当
時
既
に
、
１
日

35
万
人
の
輸
送
能
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
24
時
間

営
業
も
、
当
初
か
ら
の
伝
統
だ
。

現
在
の
地
下
鉄
は
、
そ
の
遺
産
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ

の
各
ト
レ
イ
ン
は
ほ
ぼ
同
じ
区
間
を
走
る
が
、
Ａ
が

急
行
、
Ｃ
と
Ｅ
が
鈍
行
だ
。
急
行
は
、
複
々
線
の
専

用
線
を
走
る
。
路
線
の
総
延
長
が
東
京
や
ほ
か
の
都

市
の
地
下
鉄
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
の
も
、
複
々

線
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
、
重
複
を
省
い
た
実

際
の
路
線
距
離
は
３
７
０
キ
ロ
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
は
一
般
的
に
、
夜
間
の
休
止
時
間
中
に
路
線

な
ど
の
整
備
を
行
う
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、
運
行
本
数
の
少
な
い

休
日
や
夜
間
に
集
中
し
て
保
守
・
整
備
を
行
う
こ
と

で
24
時
間
運
行
を
可
能
に
し
て
い
る
。
急
行
路
線
と

鈍
行
路
線
を
交
互
に
休
止
で
き
る
複
々
線
の
区
間
が

少
な
く
な
い
こ
と
も
、24
時
間
運
行
の
維
持
に
役
立
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
複
線
区
間
で
も
大
規
模
補
修
の
場

合
は
、
夜
間
や
週
末
に
運
行
を
休
止
し
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
代
替
す
る
こ
と
も
あ
る
。

地
下
鉄
が
創
っ
た
都
市

開
業
当
初
に
駅
が
設
け
ら
れ
た
場
所
の
一
つ
が
、

現
在
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
だ
。
駅
が
で
き
る
ま
で
は

「
ロ
ン
グ
エ
ー
カ
ー
」
と
い
う
地
名
で
、
馬
の
販
売
業

者
や
馬
車
屋
、
鍛
冶
な
ど
が
集
ま
る
荒
っ
ぽ
い
一
角

だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
当
時
の
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
建
設
さ

れ
た
地
下
鉄
の
駅
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
も
た
ら
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
一
帯
は
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
と
７
番
街
、
42
丁
目
通
り
が
集
ま
る
交
通

の
便
利
な
所
で
、
駅
が
で
き
る
と
ホ
テ
ル
や
劇
場
、

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
本
社
が
地
下
鉄

の
輸
送
能
力
に
期
待
し
て
次
々
と
立
地
。
そ
の
後
、

劇
場
街
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
。

ま
た
、
地
下
鉄
が
開
通
し
た
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
人
口
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
く
は
14
丁
目
以
下
の
ロ

ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ウ
ォ
ー
ル
街
の
あ
る
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
に
か
け
て
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
、
地

下
鉄
の
お
か
げ
で
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（
40
〜
59
丁
目
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
部
）
へ
の
通
勤
が
容
易
に
な
り
、

現
在
の
オ
フ
ィ
ス
街
へ
と
発
展
し
た
。

Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
源
流

当
時
、
地
下
鉄
を
経
営
し
て
い
た
の
は
イ
ン
タ
ー

ボ
ロ
ー
・
ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー

（
Ｉ
Ｒ
Ｔ
、
ボ
ロ
ー
は
都
市
の
「
区
」
の
意
）。
地
下

① 巨大なスクリーン広告が所狭しと並ぶタイムズスクエアの景観に合わせて「Subway」の文字にも
電飾を使った地下鉄の入り口。左端は、地下鉄の目印となっている電灯ポール。（タイムズスクエア・42
丁目駅）

② 川崎重工業が仏アルストムと共同で受注したＲ 160 系地下鉄車両（8th アベニュー線の 42 丁目・ポートオー

ソリティー駅）

③ ゲート（写真奥）をくぐって駅構内から出てくる乗客。右端は、駅員が配置された乗車券販売所（タ
イムズスクエア・42 丁目駅）

④試験導入が始まった行き先・待ち時間表示システム（レキシントン線のスプリングストリート駅）

❶

❷ ❸

❹
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鉄
建
設
は
巨
額
の
資
金
投
資
が
必
要
で
、
採
算
が
取

れ
る
か
ど
う
か
も
不
透
明
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
民

間
が
鉄
道
の
建
設
と
運
営
を
担
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
関
与
を
イ
ン
フ
ラ
の
保
有
に
と
ど
め
る
こ
と
で
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
手
法
が
取
ら
れ
た
。
現
在
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト・パ
ブ
リ
ッ
ク・イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）

の
源
流
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｔ
は
事
実
上
の
独
占
企
業
で
あ
っ

た
た
め
、
新
た
な
路
線
建
設
の
要
望
を
拒
否
す
る
な

ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
た
び
た
び
衝
突
。
こ
の
た
め
、

市
は
新
た
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｂ
Ｍ
Ｔ
、
23
年
ま
で

の
名
称
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
参
入
を
13
年
か
ら
認
め
、
２

社
を
競
合
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
32
年
に
は
、

市
直
営
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
サ
ブ
ウ
ェ
イ
・

シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
）
も
設
立
し
、
新
た
な
路
線
の

建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
３
社
に
よ
り
、
40
年
に

は
現
在
の
路
線
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

光
と
影

延
々
と
続
く
高
架
鉄
道
の
橋
脚
の
骨
組
み
が
道
路

に
黄
昏
を
つ
く
り
、
地
下
鉄
の
無
数
の
ト
ン
ネ
ル
は

岩
や
川
、
摩
天
楼
の
間
を
貫
き
縫
う
よ
う
に
走
る
。

そ
の
車
両
は
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
朝
一
番

に
目
に
し
、
ま
た
夜
眠
る
前
に
最
後
に
思
い
出
す
光

景
で
あ
る
―
―
。
こ
の
文
章
は
、
39
年
に
出
版
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
一
節
だ
。
地

下
鉄
、
摩
天
楼
と
都
市
住
民
の
三
位
一
体
の
関
係
が

よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
30
年
代
か
ら
40
年
代
に

か
け
て
が
、
地
下
鉄
の
黄
金
時
代
だ
っ
た
。

し
か
し
、
24
時
間
営
業
で
黙
々
と
乗
客
を
運
び
続

け
た
地
下
鉄
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
繁
栄
の
影
で
、

宿し
ゅ
く
あ痾

に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。そ
れ
が
、採
算
問
題
だ
。

地
下
鉄
の
料
金
は
、
開
業
当
初
か
ら
一
律
５
セ
ン

ト
。
こ
の
水
準
は
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
48
年
ま
で

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
物
価
は
、
04
年
か
ら
20
年
ま
で

の
間
に
倍
に
な
っ
て
い
た
が
、
地
下
鉄
料
金
は
イ
ン

フ
レ
の
中
で
な
お
さ
ら
据
え
置
き
を
求
め
ら
れ
「
値

上
げ
は
政
治
的
タ
ブ
ー
」
と
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
19
年
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｔ
が
倒
産
。
32
年
に

は
Ｉ
Ｒ
Ｔ
も
経
営
破
綻
し
た
。
打
開
策
と
し
て
打
ち

出
さ
れ
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
よ
る
両
社
の

買
収
と
Ｉ
Ｎ
Ｄ
と
の
統
合
だ
。
Ｉ
Ｎ
Ｄ
は
後
発
だ
っ

た
こ
と
も
響
き
、
開
業
当
初
か
ら

赤
字
が
続
い
て
い
た
。

３
社
は
結
局
49
年
に
統
合
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
直
営
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

シ
ス
テ
ム
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
Ｎ

Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
前
身
で
、
そ
の
後
公
社

化
を
経
て
68
年
に
Ｍ
Ｔ
Ａ
傘
下
に

入
っ
た
。

統
合
後
初
め
の
数
年
間
は
大
恐

慌
後
の
経
済
回
復
と
い
う
追
い
風

も
あ
り
、
黒
字
経
営
が
続
い
た
。

し
か
し
、
第
２
次
世
界

大
戦
後
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
で
乗
客
の

目
減
り
が
続
き
、
47
年
に

は
再
び
赤
字
に
転
落
。
運

賃
は
48
年
に
結
局
、
倍
の

10
セ
ン
ト
に
値
上
げ
さ
れ

た
。

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

皮
肉
な
こ
と
に
、
乗
客

の
減
少
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
自
体
が
高
速
道
路
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
副
作
用
で
も
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
、
50
年
代
以
降
は
乗
客
減
、
採
算
悪
化
、
値

上
げ
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
80
年
代
ま
で
続
き
、

地
下
鉄
の
経
営
を
蝕
ん
だ
。

し
か
も
、
70
年
代
に
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
地
下
鉄
の
人
件
費
に
加
え
て

車
両
や
路
線
、
駅
の
保
守
・
整
備
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
た
。
結
局
、
維
持
作
業
は
予
算
不
足
か
ら
次
々

と
先
送
り
さ
れ
「
深
刻
な
設
備
の
荒
廃
」（
Ｍ
Ｔ
Ａ
関

係
者
）
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
下
鉄
の
安

全
性
や
効
率
性
は
ま
す
ま
す
低
下
し
、
80
年
前
後
に

ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
だ
。

最
悪
期
に
は
、
車
両
の
４
分
の
１
は
常
に
故
障
の

た
め
使
用
で
き
ず
、
線
路
の
整
備
不
良
で
脱
線
は
年

間
30
件
に
も
達
し
た
。
79
年
に
は
強
盗
や
窃
盗
な
ど

の
犯
罪
が
１
日
当
た
り
平
均
２
６
０
件
を
超
え
た
と

い
う
。「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
と
名
乗

る
自
警
団
が
組
織
さ
れ
、
地
下
鉄
内
を
巡
回
し
始
め

た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。
84
年
に
は
、
10
代
の
少
年
４

人
に
恐
喝
さ
れ
た
乗
客
が
、
所
持
し
て
い
た
拳
銃
を

発
砲
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
る
事
件
ま
で
起
き
た
。
81

年
７
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
３
週
間
滞
在
し
た
筆
者

は
、
こ
の
最
悪
期
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

訪
れ
た
転
機

転
機
と
な
っ
た
の
は
80
年
代
初
頭
に
米
国
政
府
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
市
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
た
80
億

ド
ル
（
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
約
1
兆
７
６
０
０
億

円
）
と
い
う
巨
額
の
補
助
金
だ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

線
路
や
駅
の
補
修
、
車
両
の
整
備
が
進
む
。
冷
房
車

両
の
導
入
も
、
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

落
書
き
に
対
し
て
は
、
い
た
ず
ら
さ
れ
た
車
両
は

落
書
き
を
落
と
す
ま
で
運
行
し
な
い
、
と
い
う
徹
底

し
た
対
応
策
が
取
ら
れ
た
。「
落
書
き
は
愉
快
犯
で

あ
る
た
め
『
多
く
の
人
に
見
ら
れ
た
い
』
と
い
う
欲

望
が
動
機
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
分
析
に
基
づ
き
、

犯
意
を
そ
ぐ
た
め
だ
。
実
際
、
こ
の
対
策
は
大
き
な

効
果
を
上
げ
、
90
年
ご
ろ
を
境
に
落
書
き
行
為
は
沈

静
化
し
た
。

同
時
に
、
車
両
や
駅
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
強
化

さ
れ
、
２
０
０
９
年
に
は
地
下
鉄
で
の
犯
罪
は
１
日

平
均
６
件
強
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
も
、
犯
罪
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
。

新
型
車
両
の
導
入
も
進
ん
だ
。
日
本
の
川
崎
重
工

MANHATTAN

QUEENS

THE BRONX

MTA
New York City Subway

BROOKLYN

① 美しく耐久性が高いため開業当初から広く使われて
きた、モザイクによる駅名表示（7th アベニュー急行線の
ブルックリン・ボロー庁舎駅）

②  1930 年製の地下鉄車両（ニューヨーク交通博物館、ニュー
ヨーク市・ブルックリン）

❶

❷



25 MINTETSU AUTUMN 2010

業
が
83
年
、外
国
企
業
と
し
て
初
め
て
車
両
を
供
給
。

信
頼
性
の
高
さ
と
音
の
静
か
さ
、
乗
り
心
地
の
良
さ

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
驚
か
せ
た
。
同
社
は
そ
の
後

も
車
両
の
供
給
を
続
け
て
い
る
。

ア
ー
ト
も
動
員

「
ア
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
Ａ
Ｆ
Ｔ
）」

と
呼
ば
れ
る
駅
の
美
化
計
画
が
始
ま
っ
た
の
も
80
年

代
の
半
ば
だ
。
構
内
の
改
修
を
進
め
る
に
当
た
り「
予

算
の
１
％
程
度
」（
Ｍ
Ｔ
Ａ
関
係
者
）
を
割
き
、
美
術

作
品
を
設
置
し
て
快
適
な
利
用
環
境
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
が
目
的
だ
。
現
在
は
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
傘
下
の
近
郊
鉄

道
路
線
も
含
め
て
約
２
０
０
の
駅
を
「
歴
史
や
地
元

の
特
色
に
配
慮
し
た
ア
ー
ト
」（
同
）が
彩
る
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
出
身
で
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
を
題
材
に
し
た
ポ
ッ

プ
ア
ー
ト
で
知
ら
れ
る
芸
術
家
、
ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
氏
も
参
加
し
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
駅
の

壁
面
を
飾
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、Ａ
Ｆ
Ｔ
の
音
楽
版
と
し
て
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ア
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
）」

も
同
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
駅
構
内
の
目
立
つ「
一

等
地
」
で
演
奏
す
る
権
利
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
付
与
す
る
仕
組
み
だ
。

今
年
は
３
０
０
近
く
の
応
募
者
か
ら
選
ば
れ
た

60
余
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参

加
。
最
終
的
に
27
人
・
グ
ル
ー
プ
が
認
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
選
ば
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
現
在
、
合
計

１
０
０
人
・
グ
ル
ー
プ
以
上
。
約
25
の
指
定
場
所
で

の
演
奏
は
週
に
１
５
０
回
以
上
に
上
る
。

戻
っ
て
き
た
乗
客

Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と
、
80
年
代
以
降
の
30
年
間
に
投

じ
た
設
備
再
建
資
金
は
、
総
額
６
４
０
億
ド
ル
（
約

５
兆
７
６
０
０
億
円
）
に
上
る
。
こ
う
し
た
努
力
の

結
果
、
乗
客
数
は
回
復
。
平
日
の
１
日
当
た
り
の
乗

客
数
は
09
年
に
５
０
９
万
人
と
、
52
年
以
来
の
水
準

ま
で
戻
っ
た
。

地
下
鉄
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
努
力
は
、
今

も
続
い
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
機
能
を
利
用
し
た
非
接
触
型
入
場
シ
ス
テ
ム
の
実

験
が
５
月
下
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
次
の
列
車
の
待
ち

時
間
や
行
き
先
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
表
示
す
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
始
ま
っ
た
。
駅
の
改
装
も
着
実

に
進
む
。
日
本
の
地
下
鉄
の
清
潔
さ
、
正
確
さ
に
は

及
ば
な
い
も
の
の
「
危
な
い
、
汚
い
、
来
な
い
」
と

い
う
状
況
は
過
去
の
遺
物
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
20

年
代
以
来
の
懸
案
」
と
い
わ
れ
た
「
２
（
セ
カ
ン
ド
）

ア
ベ
ニ
ュ
ー
線
」
の
建
設
も
、
２
０
１
６
年
の
部
分

開
通
を
目
指
し
て
３
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
逆
風

た
だ
、採
算
状
態
の
悪
さ
は
、今
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
09
年
決
算
は
、
47
億
７
２
０
０
万

ド
ル
（
約
４
３
０
０
億
円
）
の
赤
字
。
バ
ス
事
業
と

の
合
算
だ
が
、
地
下
鉄
の
比
率
が
収
入
ベ
ー
ス
で
約

７
割
を
占
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
赤
字
の
大
半

は
地
下
鉄
経
営
に
よ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
の
赤

字
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
親
会
社
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
決
算
段
階
で

補
助
金
に
よ
り
穴
埋
め
さ
れ
る
仕
組
み
だ
が
、
財
源

と
な
っ
て
い
る
交
通
税
や
石
油
税
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
に
伴
う
景
気
減
速
で
目
減
り
し
、
決
算
見
通
し

は
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
は
赤
字
を
削
減
す
る
べ
く
、

11
年
１
月
か
ら
運
賃
収
入
の
７・
５
％
引
き
上
げ
を

目
指
し
て
料
金
値
上
げ
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
一
律
の
基
本
料
金
２
ド
ル
25
セ
ン
ト
は
据
え

置
く
も
の
の
、
30
日
間
の
定
期
券
は
、
最
大
利
用
回

数
を
90
回
に
制
限
し
た
上
で
99
ド
ル
と
す
る
か
、
無

制
限
の
ま
ま
で
料
金
を
１
０
４
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
。

こ
の
ほ
か
、
１
週
間
定
期
券
の
値
上
げ
や
、
プ
リ
ペ

イ
ド
式
磁
気
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
際
の
割
引
特
典
も

縮
小
す
る
。

た
だ
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
が
７
月
に
ま
と
め
た
11
年
か

ら
４
年
間
の
予
算
案
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
値
上

げ
を
実
施
し
て
も
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
11
年
の
赤
字
は

51
億
６
７
０
０
万
ド
ル
（
約
４
６
５
０
億
円
）
に
拡

大
す
る
見
通
し
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
自
体
の
収
支
も
、
当
分
巨

額
の
赤
字
か
ら
の
脱
却
は
難
し
そ
う
だ
。

残
る
巨
額
の
赤
字

Ｍ
Ｔ
Ａ
と
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
は
既
に
、
補
助
金
目
減
り
に

対
応
し
て
、
10
年
に
４
５
０
人
の
人
員
削
減
を
行
っ

た
ほ
か
、
休
日
の
運
行
本
数
を
減
ら
す
な
ど
し
て
、

経
費
削
減
に
躍
起
。
11
年
も
人
員
の
一
層
の
削
減
に

取
り
組
む
予
定
だ
。
11
年
予
算
案
で
は
さ
ら
に
、
車

両
や
路
線
、
駅
な
ど
の
整
備
費
用
の
圧
縮
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
の
経
費
の
８
割
近
く
は
人
件
費
。
こ
の

た
め
、
24
時
間
運
行
を
停
止
す
れ
ば
、
大
幅
な
費
用

節
減
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
と
「
こ
れ
ま
で
24
時
間
制
の
廃
止
を
本
格

的
に
検
討
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」（
関
係
者
）
と

い
う
。「
地
下
鉄
の
24
時
間
運
行
は
『
眠
ら
な
い
街

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
誇
り
」（
同
）
と
い
う
考
え

方
が
基
本
に
あ
る
か
ら
だ
。　

た
だ
、そ
れ
で
は
大
幅
な
赤
字
が
残
さ
れ
た
ま
ま

と
な
る
。
収
支
改
善
だ
け
を
念
頭
に
、
運
賃
値
上
げ

と
整
備
・
保
守
費
用
の
圧
縮
を
続
け
る
の
で
は
、
50

年
代
以
降
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
同
じ
組
み
合
わ
せ

だ
。復

活
し
た
の
も
つ
か
の
間
で
、
将
来
に
は
再
び
暗

雲
が
漂
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、

70
年
代
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
の
か
、
重
要
な
岐
路

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

① 「アーツ・フォー・トランジット」に協力した米ポップアート画家ロイ・
リキテンシュタイン氏の壁画（タイムズスクエア・42 丁目駅）

② 「ミュージック・アンダー・ニューヨーク」で選ばれ、駅構内で演奏
する音楽グループ（同）

③ 「アーツ・フォー・トランジット」の中にはユーモアにあふれる作品
も少なくない（8th アベニュー線の 14 丁目・８番街駅、作者・トム・オッタネス氏）
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毎
月
、
第
１
土
曜
日
の
朝
、
一
畑
電
車
に
は
市

が
立
つ
。
ホ
ー
ム
や
駅
構
内
に
で
は
な
い
。

「
楽
市
楽
電
」
と
名
付
け
ら
れ
た
２
両
編
成
の
電
車

の
中
に
、
お
店
屋
さ
ん
が
並
ぶ
と
い
う
。

お
店
に
「
乗
車
」
す
る
た
め
に
、
朝
９
時
、
松
江

し
ん
じ
湖
温
泉
駅
へ
向
か
う
。

乗
っ
て
、
買
っ
て
、
食
べ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て

行
き
先
に
「
臨
時
」
と
表
示
さ
れ
た
電
車
、
そ
れ

が
「
楽
市
楽
電
」
だ
。
外
見
は
通
常
車
両
と
変
わ
ら

な
い
が
、
中
に
入
る
と
音
楽
が
流
れ
、
片
側
の
座
席

シ
ー
ト
に
は
商
品
棚
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

乗
客
が
乗
り
込
む
と
、
さ
っ
そ
く
電
車
が
動
き
出

す
。
ス
ピ
ー
ド
は
ゆ
っ
く
り
で
、
商
品
を
見
て
歩
く

の
に
気
に
な
る
ほ
ど
の
揺
れ
は
な
い
。

ひ
と
き
わ
に
ぎ
や
か
な
の
は
、
色
と
り
ど
り
の
ゆ

か
た
を
着
た
地
元
の
女
子
高
生
た
ち
が
売
る
「
冷
製

ぜ
ん
ざ
い
」
の
お
店
だ
。
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、

度
々
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ぜ
ん
ざ
い
の
販
売

を
行
っ
て
い
る
彼
女
た
ち
。
ガ
ス
の
使
え
な
い
「
楽

市
楽
電
」
で
も
、
暑
い
季
節
な
ら
冷
た
い
ぜ
ん
ざ
い

も
良
い
だ
ろ
う
と
、
今
回
、
初
参
加
し
た
と
い
う
。

紅
白
の
ハ
ー
ト
型
の
白
玉
が
入
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
は
、

女
の
子
ら
し
く
て
可
愛
い
。

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
炊
き
込
み
ご
飯
や

宍
道
湖
の
蜆

し
じ
み

に
ケ
ー
キ
…
。
本
来
は
出
雲
空
港
で
し

か
買
え
な
い
は
ず
の
人
気
の
空
弁
、「
牛
め
し
」
ま
で

売
っ
て
い
る
。
購
入
し
た
食
べ
物
は
、
持
ち
帰
っ
て

も
、
そ
の
ま
ま
車
内
で
食
べ
て
も
い
い
。

「
試
し
に
い
か
が
で
す
か
」。
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
か
ら

試
食
の
ク
ッ
キ
ー
が
差
し
出
さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
ど
こ

に
？
」「
ど
れ
が
お
い
し
い
？
」
と
、
お
し
ゃ
べ
り
が

始
ま
る
。

食
事
を
し
な
が
ら
、
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
思
い
思

い
に
時
間
を
過
ご
す
。な
ん
と
も
自
由
な
雰
囲
気
だ
。

電
車
に
人
を
集
め
た
い

少
し
で
も
多
く
の
人
に
電
車
を
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
一
畑
電
車
で
は
、
サ
イ
ク

ル
ト
レ
イ
ン
や
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
と
い
っ
た
取
り
組

み
を
い
ち
早
く
実
行
。
昨
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

「
楽
市
楽
電
」
の
運
行
も
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

一
つ
だ
。

参
加
す
る
お
店
は
毎
回
10
店
前
後
、
す
べ
て
松
江

や
出
雲
と
い
っ
た
地
元
の
商
店
だ
。
残
念
な
が
ら
今

回
は
不
参
加
だ
っ
た
が
、「
出
雲
の
神
芝
居
一
座
」
が

乗
車
し
て
、
運
行
中
に
紙
芝
居
を
上
演
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

今
回
で
10
回
目
の
運
行
に
な
る
が
、
全
回
出
店
と

い
う
常
連
さ
ん
も
多
く
、
地
元
の
協
力
に
支
え
ら
れ

て
い
る
。
乗
客
に
は
観
光
客
が
多
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
地
元
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
、
毎
回
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
い
る
と
い
う
。

現
在
は
、
地
元
の
大
学
と
協
働
し
て
大
学
生
に

「
楽
市
楽
電
」
を
丸
ご
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
せ
て
み

る
と
い
う
企
画
が
進
行
中
と
の
こ
と
。

ど
ん
な
電
車
が
走
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
３
時
間

さ
て
、
行
く
先
が
「
臨
時
」
と
な
っ
た
「
楽
市
楽

一畑電車

片側の座席は商品で一杯

一畑電車
【いちばたでんしゃ】

松江しんじ湖温泉から電鉄出雲市を結ぶ北松江線

と、その途中、川跡から枝分かれして出雲大社前

までを結ぶ大社線を有する。今年 5月公開の映画

「RAILWAYS」の舞台となったことでも有名。

一
面
に
広
が
る
水
田
と
宍
道
湖
。

日
本
の
原
風
景
が
望
め
る
電
車
に
は
、

利
用
促
進
を
目
指
し
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

連
　
載文・写真　松澤美穂

北松江線北松江線

大社線大社線 松
江
し
ん
じ
湖
温
泉

松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク

雲
州
平
田

雲
州
平
田川

跡
川
跡

出
雲
大
社
前

出
雲
大
社
前 電鉄出雲市
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電
」
は
、
松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
駅
を
出
る
と
、
川
跡

な
ど
い
く
つ
か
の
駅
を
経
由
し
て
、
ま
ず
は
北
松
江

線
の
終
点
、
電
鉄
出
雲
市
駅
に
向
か
う
。
そ
こ
か
ら

再
び
川
跡
に
戻
り
、
最
後
は
大
社
線
の
終
点
、
出
雲

大
社
前
駅
ま
で
走
る
。

途
中
の
津
ノ
森
駅
や
雲
州
平
田
駅
な
ど
で
は

20~

40
分
間
停
車
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
進
む
。

こ
う
し
た
停
車
時
間
の
長
い
駅
で
は
、
入
場
券
で
買

い
物
だ
け
に
や
っ
て
来
る
人
も
い
る
し
、
定
期
列
車

を
待
つ
人
が
ふ
ら
り
と
の
ぞ
き
に
来
た
り
、
一
畑
電

車
の
社
員
の
方
が
お
弁
当
を
買
い
に
来
た
り
も
す
る
。

終
点
の
出
雲
大
社
駅
ま
で
ず
っ
と
乗
車
す
る
と
、

約
３
時
間
と
い
う
道
の
り
に
な
る
が
、
も
ち
ろ
ん
乗

り
降
り
は
自
由
。
途
中
の
停
車
駅
か
ら
定
期
列
車
に

乗
り
換
え
て
目
的
地
へ
急
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

買
い
物
を
楽
し
ん
で
、
雲
州
平
田
駅
で
「
楽
市
楽

電
」
に
お
別
れ
。
定
期
列
車
で
出
雲
大
社
前
駅
へ
向

か
う
。

出
雲
と
い
え
ば

一
畑
電
車
に
は
、「
絵
に
な
る
駅
」
が
多
い
。
中

で
も
赤
や
青
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ

た
ド
ー
ム
状
の
屋
根
を
持
つ
出
雲
大
社
前
駅
は
、「
レ

ト
ロ
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
似
合
う
。
ほ
の
暗
い
駅

舎
に
置
か
れ
た
券
売
機
や
時
刻
表
な
ど
も
雰
囲
気
が

あ
っ
て
、
写
真
を
撮
る
観
光
客
も
多
い
。

出
雲
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
の
お
目
当
て
、
出

雲
大
社
の
大
鳥
居
ま
で
は
、
駅
前
の
神
門
通
り
を
徒

歩
で
５
分
程
度
。
平
成
25
年
ま
で
出
雲
大
社
は
、
大

遷
宮
（
御
本
殿
の
修
造
）
の
た
め
、
参
拝
は
御
仮
殿

に
な
っ
て
い
る
拝
殿
で
す
ま
せ
る
。

出
雲
大
社
の
お
参
り
方
法
は
、「
２
拝
４
拍
１
拝
」。

他
と
は
違
う
作
法
に
戸
惑
い
つ
つ
も
無
事
、
参
拝
終

了
。
左
右
に
並
ぶ
お
土
産
物
屋
や
茶
店
を
の
ぞ
き
な

が
ら
、
神
門
通
り
を
駅
へ
戻
る
。

ぜ
い
た
く
な
日
常

松
江
へ
戻
る
帰
り
の
電
車
は
当
然
、定
期
列
車
だ
。

話
し
声
に
溢
れ
て
い
た
「
楽
市
楽
電
」
と
比
べ
る
と
、

定
期
列
車
は
驚
く
ほ
ど
静
か
。
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
い

う
走
行
音
が
や
け
に
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
畑
電
車
は
進
行
方
向
に
向
か
っ
て

右
側
の
座
席
に
座
る
の
が
お
勧
め
。
出
雲
大
社
前
駅

か
ら
松
江
に
向
か
う
電
車
で
は
、
初
め
の
う
ち
は
一

面
の
水
田
が
、
一
畑
口
駅
で
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
し
た

後
は
宍
道
湖
が
向
か
い
側
の
車
窓
に
望
め
る
。

座
席
に
座
る
と
視
線
が
下
が
り
、
場
所
に
よ
っ
て

は
、
車
窓
に
見
え
る
景
色
が
空
と
湖
だ
け
に
な
る
。

ま
る
で
電
車
が
水
の
上
を
走
っ
て
い
る
よ
う
な
不
思

議
な
光
景
だ
。

移
り
変
わ
る
景
色
は
ど
れ
も
絵
の
よ
う
に
奇
麗

で
、
思
わ
ず
子
ど
も
の
よ
う
に
窓
に
か
じ
り
つ
く
。

我
に
返
っ
て
車
内
を
見
渡
す
と
、
同
じ
よ
う
に
景
色

に
見
と
れ
る
観
光
客
と
、
本
を
読
ん
だ
り
携
帯
電
話

を
操
作
し
た
り
し
て
い
る
地
元
の
方
の
姿
が
対
照
的

で
面
白
い
。

観
光
客
に
は
魅
力
的
な
沿
線
の
景
色
も
、
地
元
の

方
に
は
日
常
の
一
部
。
通
勤
通
学
等
で
日
々
、
目
に

す
る
景
色
に
な
れ
ば
、
見
と
れ
る
こ
と
も
な
い
の
だ

ろ
う
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
思
っ
て
し
ま
う
。

こ
ん
な
景
色
が
日
常
な
ん
て
、な
ん
て
ぜ
い
た
く
、

う
ら
や
ま
し
い
！

奥出雲和牛を使った日本料理「ほう吉」の空弁「牛めし」
と宍道湖名物の蜆

ゆかた姿があでやかな売り子さん

車窓に広がるまだ緑色の水田レトロな「出雲大社前駅」 出雲大社のお参りは「2拝4拍1拝」
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第
三
十
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

笛

文・乃南アサ
Asa NONAMI
東京都生まれ。早稲田大学中退後、広告代理店

勤務などを経て、作家活動に入る。1988 年『幸

福な朝食』が日本推理サスペンス大賞優秀作に

なる。1996（平成 8）年『凍える牙』で直木賞

受賞。他に『ボクの町』『団欒』『風紋』『晩鐘』『鎖』

『嗤う闇』『しゃぼん玉』『ウツボカズラの夢』『風

の墓碑銘』『ニサッタ、ニサッタ』、エッセイ集『い

のちの王国』『ミャンマー』など著書多数。巧み

な人物造形、心理描写が高く評価されている。

　

五
月
の
あ
る
日
、
次
の
予
定
ま
で
時
間
が
出

来
た
の
で
、
思
い
立
っ
て
電
車
に
乗
っ
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
は
四
国
・
高
松
。
町
を

歩
き
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
と
で
ん
の
片
原

町
駅
に
着
い
た
か
ら
だ
。

　

パ
チ
ン
。
適
当
な
距
離
ま
で
買
っ
た
切
符

に
、
改
札
口
で
女
性
の
係
員
が
鋏
を
入
れ
て
く

れ
た
。
あ
ら
、
懐
か
し
い
、
こ
の
感
じ
。
昔
の

よ
う
な
厚
紙
の
切
符
で
は
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
遠
慮
が
ち
な
音
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
嬉
し
く

な
る
。
駅
に
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
が
な
い
の
も
嬉
し
い
。

　

行
き
先
な
ん
て
決
め
て
い
な
い
。
と
に
か
く

来
た
電
車
に
乗
っ
て
、
時
間
の
許
す
限
り
行
っ

て
み
よ
う
と
い
う
計
画
（
無
計
画
？
）。
数
分

後
に
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
ん
で
き
た
電
車
は
、
つ

い
カ
メ
ラ
を
向
け
た
く
な
る
く
ら
い
の
全
面
広

告
に
彩
ら
れ
て
い
た
。

　

高
松
の
町
を
車
窓
か
ら
眺
め
る
。
乗
り
降
り

す
る
人
た
ち
を
眺
め
る
。そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、

住
宅
街
の
隙
間
に
レ
ン
ゲ
畑
や
麦
畑
が
見
え
て

き
た
。
な
る
ほ
ど
、
文
字
通
り
讃
岐
の
麦
秋

だ
。
こ
と
こ
と
走
る
こ
と
で
ん
の
、
私
が
乗
っ

た
の
は
長
尾
線
だ
っ
た
。
駅
名
を
楽
し
み
、
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
結
局
は
終
点
の
長
尾
ま

で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
駅
の
周
り
を
ぐ
る
り
と

歩
い
た
だ
け
で
、
再
び
逆
戻
り
。
帰
り
の
切
符

を
差
し
出
す
と
き
、
パ
チ
ン
、
と
鋏
を
入
れ
な

が
ら
、
駅
員
さ
ん
は
、
少
し
だ
け
不
思
議
そ
う

な
顔
を
し
て
い
た
。

　

帰
り
は
二
両
編
成
の
最
後
尾
に
乗
っ
た
。
車

掌
室
に
乗
り
込
ん
で
き
た
の
は
若
い
車
掌
さ
ん

と
、
三
十
代
く
ら
い
の
指
導
係
ら
し
い
二
人
。

電
車
が
出
発
す
る
。
緊
張
し
た
面
持
ち
の
若
い

車
掌
さ
ん
が
マ
イ
ク
を
握
っ
て
次
の
駅
名
を
告

げ
る
間
、
私
の
目
の
前
で
は
、
彼
が
首
か
ら
か

け
て
い
る
笛
が
揺
れ
て
い
た
。
見
る
か
ら
に
新

し
い
、
ピ
カ
ピ
カ
の
笛
だ
。

　

こ
と
で
ん
は
今
、
色
々
と
大
変
な
と
き
な
の

か
も
知
れ
な
い
。
車
両
の
全
面
広
告
を
見
た
と

き
に
も
薄
々
感
じ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
若
い
車

掌
さ
ん
を
見
て
い
て
、
そ
の
思
い
は
確
信
へ
と

変
わ
っ
た
。
何
し
ろ
、
彼
は
忙
し
い
の
だ
。
電

車
が
走
っ
て
い
る
間
は
、
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

あ
る
。
電
車
が
駅
に
つ
い
た
途
端
、
車
両
の
ド

ア
を
開
け
る
な
り
、
自
分
も
ホ
ー
ム
に
走
り
出

て
乗
降
客
の
切
符
を
回
収
し
、
ま
た
駆
け
戻
っ

て
き
て
安
全
確
認
、
ピ
ー
ッ
と
出
発
の
笛
を
吹

い
て
、
ド
ア
を
閉
め
る
。
つ
ま
り
、
駅
員
も
兼

ね
て
い
る
。
若
い
彼
は
息
も
切
ら
さ
ず
、
再
び

マ
イ
ク
を
握
っ
て
次
の
駅
名
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す

る
。
そ
れ
を
見
守
る
指
導
係
の
人
の
制
服
は
、

ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
が
ほ
つ
れ
て
い
た
。

　

頑
張
れ
。

　

つ
い
、
そ
う
言
っ
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
二
人
は
無
駄
な
会
話
は
ま
っ
た
く
せ

ず
に
、
ひ
た
す
ら
自
分
た
ち
の
仕
事
に
励
ん
で

い
る
。
こ
と
で
ん
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
お
そ
ら

く
少
年
時
代
か
ら
の
憧
れ
で
あ
り
、
親
し
み
で

あ
り
、
誇
り
な
の
だ
。
こ
う
し
て
一
日
に
何
往

復
も
し
な
が
ら
、四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
、

人
々
の
安
全
な
動
き
を
見
守
る
こ
と
が
、
こ
の

人
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
喜
び
な
の
に
違
い

な
い
と
思
っ
た
。

　

若
い
車
掌
さ
ん
は
、
ま
だ
少
年
の
面
影
を
残

し
て
い
た
。
彼
が
首
か
ら
さ
げ
て
い
た
、
真
新

し
い
ピ
カ
ピ
カ
の
笛
が
、
今
も
は
っ
き
り
印
象

に
残
っ
て
い
る
。
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今
回
は
、
ご
く
最
近
日
本
で
公
開
さ
れ
、
評
判
の
良
か
っ
た
メ
キ
シ
コ
、
ア
メ
リ
カ

合
作
の
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
、
と
い
う
よ
り
レ
ー
ル
ム
ー
ビ
ー
「
闇
の
列
車
、
光
の
旅
」

を
紹
介
す
る
。製
作
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
。こ
の
映
画
で
長
編
劇
映
画
に
デ
ビ
ュ
ー

し
た
日
系
監
督
キ
ャ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ク
ナ
ガ
は
、
新
人
監
督
の
登
竜
門
サ
ン
ダ

ン
ス
映
画
祭
に
お
い
て
監
督
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
よ
り
親
戚
の
居
る
ア
メ
リ
カ
を
目
指
す
少
女
サ
イ

ラ
（
パ
ウ
リ
ー
ナ
・
ガ
イ
タ
ン
）
と
中
南
米
か
ら
ア
メ
リ
カ
西
部
に
か
け
て
実
際
に
存

在
す
る
ギ
ャ
ン
グ
団
マ
ラ
・
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ル
チ
ャ
の
若
い
メ
ン
バ
ー
、カ
ス
ペ
ル
（
エ

ド
ガ
ー
・
フ
ロ
レ
ス
）
を
中
心
に
展
開
す
る
。
貨
物
列
車
の
屋
根
の
上
に
乗
り
、
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
か
ら
メ
キ
シ
コ
を
経
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
住
（
も
ち
ろ
ん
不
法
移
民
）
を
目

指
す
サ
イ
ラ
一
家
は
、
旅
の
途
中
で
ギ
ャ
ン
グ
団
の
ボ
ス
に
襲
わ
れ
る
が
、
そ
の
ボ
ス

に
恋
人
を
殺
さ
れ
た
カ
ス
ペ
ル
に
窮
地
を
救
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
度
は
カ
ス
ペ
ル
が

ギ
ャ
ン
グ
団
か
ら
裏
切
り
者
と
し
て
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
同
じ
列
車
の

屋
根
に
乗
っ
て
国
境
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
旅
の
間
に
淡
い
恋
心
の
生
ま
れ
た
こ
の

「闇の列車、光の旅」

ホンジュラス、メキシコからアメリカへ――
中南米の衝撃の真実を映したロードムービー。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU

30鉄道と映画

Sin Nombre

二
人
は
、
果
た
し
て
無
事
追
っ
手
を
逃
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
た
ど
り
着
け
る
だ
ろ

う
か
。

ギ
ャ
ン
グ
団
へ
の
入
会
の
儀
式
等
の
映
画
の
始
め
の
方
の
シ
ー
ン
は
、
中
南

米
の
貧
し
さ
、
希
望
の
無
さ
、
そ
し
て
激
し
い
暴
力
を
良
く
描
き
出
し
て
お
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
映
画
の
「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
南
米
の
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
虐
げ
ら
れ
て
も
訴
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
不
法
移
民
の
旅
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
に
、
こ
の
映
画
は
真
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
ら
し
く
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
で
は
絶
対
に
製
作
さ
れ
な
い
新
し
い
社
会
派
映
画
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
夜
間
貨
物
列
車
に
集
ま
っ
て
く
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
住
を
目
指

す
人
た
ち
、
危
険
な
屋
根
の
上
の
旅
、
経
由
地
の
メ
キ
シ
コ
で
の
移
民
た
ち
へ

の
投
石
や
当
局
の
取
り
締
ま
り
等
の
シ
ー
ン
は
見
事
に
描
か
れ
て
お
り
、
中
南

米
社
会
の
実
情
に
疎
い
日
本
人
の
観
客
に
も
、
過
酷
な
現
実
を
突
き
つ
け
て
く

る
迫
力
が
あ
る
。
ま
し
て
や
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
よ
る
移
民
規
制
法
を
巡
り
世
論
が

現
在
二
分
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
映
画
が
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
で
も
評
価
の
高
い
「
闇
の
列
車
、
光
の
旅
」
は
、
見
応
え
の
あ
る

力
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
手
放
し
に
褒
め
ら
れ
る
大
傑
作
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
主
演
の
若
い
二
人
の
俳
優
は
、一
生
懸
命
演
じ
て
お
り
、

大
き
な
欠
点
は
無
い
が
、
印
象
深
い
演
技
と
は
言
い
が
た
く
、
む
し
ろ
ギ
ャ
ン

グ
の
ボ
ス
な
ど
の
脇
役
の
方
が
存
在
感
が
あ
る
。
ま
た
フ
ク
ナ
ガ
は
、
才
能
と

社
会
的
な
感
性
の
豊
か
な
将
来
大
い
に
期
待
で
き
る
監
督
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
こ
れ
は
、
欠
点
と
い
う
よ
り
劇
映
画
第
一
作
目
と
い
う
経
験
の
問
題

か
も
し
れ
な
い
が
、
最
初
に
伏
線
を
張
っ
て
あ
る
と
は
い
え
、
ラ
ス
ト
近
く
の

川
を
越
え
て
か
ら
の
電
話
の
シ
ー
ン
は
、
若
干
観
客
に
迎
合
的
で
安
易
に
流
れ

た
感
が
あ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
た
。
脚
本
の
緻
密
さ
が
増
す
で
あ
ろ
う
次

回
監
督
作
品
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

映
画
の
半
分
く
ら
い
が
、貨
物
列
車
と
そ
の
屋
根
の
上
の
シ
ー
ン
等
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
場
面
は
、
い
ず
れ
も
良
く
撮
れ
て
い
る
（
サ
ン
ダ
ン
ス
映
画
祭
撮
影

賞
受
賞
）。
そ
の
中
で
も
夜
、
貨
物
列
車
の
出
発
す
る
シ
ー
ン
は
、
未
知
の
危

険
な
旅
に
出
る
不
気
味
な
雰
囲
気
が
滲
み
出
て
お
り
、
出
色
で
あ
る
。
鉄
道
の

好
き
な
方
、
そ
う
で
な
い
方
を
問
わ
ず
、
見
た
人
に
貧
し
い
世
界
の
現
状
を
考

え
さ
せ
る
映
画
で
あ
り
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

ⓒ 2008 Focus Features LLC. All Rights Reserved.

全国順次公開中
詳しくは http://www.yami-hikari.com/ をご覧ください。
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市
民
に
「
ひ
ろ
で
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
広
島
電
鉄
の
前
身
は
、
大
正

元
年
の
廣
島
電
気
軌
道
の
市
内
軌
道
線
開

業
に
始
ま
る
。
大
正
六
年
に
は
廣
島
瓦
斯

と
合
併
、
廣
島
瓦
斯
電
軌
に
な
っ
た
。
大

正
十
一
年
に
宮
島
線
の
一
部
と
な
る
己こ

斐い

（
現
広
電
西
広
島
）

－

草
津
間
の
鉄
道
線

が
開
通
。
以
後
、
十
三
年
に
草
津

－

廿は
つ

日か

市い
ち

間
、
十
四
年
に
廿
日
市

－

地
御
前
間
、

十
五
年
に
地
御
前

－

新
宮
島
（
現
広
電
阿

品
付
近
）
間
が
延
伸
。
続
く
昭
和
六
年
二

月
の
新
宮
島

－

電
車
宮
島
（
現
広
電
宮
島

口
）
間
の
開
業
に
よ
り
、
宮
島
線
が
全
通

す
る
の
だ
が
、
こ
の
作
品
は
、
な
ぜ
か
全

通
前
の
昭
和
三
年
に
、
呉
鎮
守
府
要
塞
司

令
部
認
可
済
印
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
て
い

て
、
手
回
し
の
良
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
だ
。

　

昭
和
十
七
年
、
広
島
瓦
斯
電
軌
か
ら

運
輸
事
業
を
分
離
し
て
、
広
島
電
鉄
が

設
立
。
い
ま
や
広
島
市
内
と
玄
関
口
の
宮

島
ま
で
の
海
沿
い
を
網
羅
す
る
広
島
電
鉄

は
、
軌
道
線
と
鉄
道
線
を
合
わ
せ
る
と
、

宮
島
廣
島
名
所
図
絵

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回

宮
島
廣
島
名
所
交
通
図
絵
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三
十
五
・一
㎞
の
営
業
キ
ロ
と
な
り
、
市
内

を
め
ぐ
る
路
面
電
車
の
利
用
者
数
は
日
本

一
を
誇
る
。

　

本
図
を
よ
く
見
る
と
、
昭
和
二
十
年
八

月
の
被
爆
で
壊
滅
し
た
広
島
市
の
中
心

街
、
県
庁
舎
、
市
庁
舎
や
広
島
城
跡
な
ど

の
姿
が
あ
り
、
復
元
さ
れ
た
か
の
よ
う
な

錯
覚
を
覚
え
る
。

　

他
に
も
、
太
田
川
と
そ
の
分
流
が
形
成

し
た
三
角
州
（
デ
ル
タ
）
や
埋
立
地
に
立

地
し
た
町
並
み
を
瀬
戸
内
海
側
の
視
点

で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
日
本
三
景
の
一
つ
、
安あ

き芸
の
宮
島

（
厳
い
つ
く
し
ま島

と
も
。『
厳
島
新
案
内
』
大
正
四
年

刊
行
作
品
あ
り
）
入
口
ま
で
、
赤
い
鉄
道

路
線
を
意
識
的
に
一
直
線
に
延
ば
し
、
宮

島
は
広
島
と
対
置
さ
せ
て
大
き
く
強
調
し

た
技
法
が
見
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
春
の
ピ
ン
ク
の
桜
と
秋
の

紅
葉
が
混
在
し
た
あ
ざ
や
か
な
彩
色
、
海

水
浴
場
、
漁
船
・
帆
掛
け
船
・
汽
船
が
航

行
し
、
富
士
山
、
日
本
ラ
イ
ン
、
朝
鮮
ま

で
描
出
さ
れ
て
い
て
、「
遊
び
心
」
は
旺
盛

で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
作
品
が
「
電
車
開
業
80
周

年
記
念　

一
日
乗
車
乗
船
券
」
や
『
広
島

電
鉄
開
業
80
創
立
50
年
史
』（
と
も
に
平

成
四
年
刊
行
）
カ
バ
ー
に
、複
製
収
載
（
広

島
市
公
文
書
館
所
蔵
品
を
利
用
）
さ
れ
て

い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
二
年
後

の
百
周
年
企
画
も
期
待
し
た
い
。

広
島
電
鉄
株
式
会
社

H
iroshim

a E
lectric R

ailw
ay C

o., Ltd.

創
立
：
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
６
月
18
日

設
立
：
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
４
月
10
日

本
社
：
広
島
県
広
島
市
中
区
東
千
田
町
２
丁
目
９
番
29
号

広島市内を走る軌道の市内線と宮島口までを結ぶ宮島線の鉄道・軌道事業、バス事業で、
広島市民の足を支える“ひろでん”。平成 11 年よりドイツ製の低床車両を導入。16 年か
らは国産初の完全超低床電車「グリーンムーバーマックス」を開発・導入し、電停の拡
張やバリアフリー化を進めるなど、高齢化社会にふさわしい公共交通機関を目指し、路
面電車の LRT 化を積極的に推進している。不動産事業、ホテル事業などからなるグルー
プのスローガンは「地域社会に奉仕する広電グループ」。

LRT 化で人にやさしい都市交通を整備。

広島電鉄株式会社 路線図

宮島線

山陽線

市内線

広電宮島口

江波

土橋

横川駅
白島

縮景園前

広島駅
十日市町

紙
屋
町

広島港

皆実町六丁目

的場町
八
丁
堀

原
爆
ド
ー
ム
前

広
電
西
広
島
（
己
斐
）
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